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一
　
世
紀
の
転
換
期
に
お
け
る 

中
国
知
識
人
の
言
語
、「
文
学
」
の
討
論 

　
─
─
劉
師
培
と
章
炳
麟

　
日
清
戦
争
後
、
と
り
わ
け
戊
戌
変
法
前
後
か
ら
新
文
化
運
動
初
期

ま
で
の
約
二
十
年
間
に
お
い
て
、
言
語
文
字
の
問
題
は
中
国
士
人
の

熱
い
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
学
術
史
全
体
の
と
ら
え
な

お
し
と
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
中
国
学
術
史
に
対
す
る
再

認
識
及
び
「
文
」
ま
た
は
「
文
学
」
の
再
定
義
、「
文
学
」
と
す
る
範

囲
に
対
す
る
討
論
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
西
洋
の
学

術
、
文
化
の
衝
撃
と
も
、
近
代
化
を
早
め
に
実
現
さ
せ
た
同
じ
漢
字

圏
の
日
本
の
衝
撃
と
も
、
関
係
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衝
撃
は
政
治

的
、
軍
事
的
、
経
済
的
、
科
学
技
術
的
な
衝
撃
で
あ
る
と
同
時
に
、

文
化
的
な
衝
撃
で
も
あ
っ
た
。
李
鴻
章
（
一
八
二
三

－

一
九
〇
一
）

が
同
治
一
三
年
（
一
八
七
四
）
一
一
月
に
発
し
た
感
嘆
を
借
用
す
る

な
ら
ば
、「
実
に
数
千
年
来
未
曾
有
の
変
局
で
あ
〉
1
〈

る
」。

　
世
紀
の
転
換
期
に
お
い
て
、
中
国
士
人
は
文
学
の
定
義
・
範
囲
の

問
題
に
つ
い
て
頻
繁
に
論
じ
て
お
り
、
と
り
わ
け
一
九
〇
五
年
に
創

刊
さ
れ
た
『
国
粋
学
報
』
に
お
い
て
、
学
術
史
、
学
科
等
の
枠
組
み

の
中
で
「
文
学
」
の
定
義
・
範
囲
を
論
じ
る
こ
と
は
、
最
も
関
心
の

高
い
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
劉
師
培
（
一
八
八
四

－

一

九
一
九
、
申
叔
）
は
一
九
〇
三
年
に
「
中
国
文
字
流
弊
論
」
と
い
う

論
文
を
書
い
た
（『
国
文
典
問
答
』
附
〉
2
〈

録
）。
若
き
劉
師
培
は
一
九
〇

五
年
に
も
『
国
粋
学
報
』
第
一
期
に
お
い
て
「
文
章
源
始
」
と
い
う

論
文
を
掲
載
し
て
お
り
、
同
時
に
「
論
文
雑
記
」
と
い
う
論
文
も
連

章
炳
麟
と
そ
の
周
辺
の「
文
学
」概
念 

　
─
─
漢
字
圏
の
言
文
一
致
運
動
と
清
末
と
い
う
二
つ
の
文
脈
─
─
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載
し
は
じ
め
て
お
り
（『
国
粋
学
報
』
第
一
期
至
第
八
期
、
第
十

期
）、
さ
ら
に
「
文
説
」
と
い
う
論
文
も
精
力
的
に
連
載
し
は
じ
め

て
い
る
（『
国
粋
学
報
』
第
十
一
至
十
二
期
）。
こ
れ
ら
の
論
文
は
み

な
言
語
、
文
学
の
定
義
・
範
囲
を
討
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
清
末
に

お
い
て
章
炳
麟
（
一
八
六
九

－

一
九
三
六
、
太
炎
）
と
と
も
に
、
劉

師
培
は
言
語
、
文
字
、「
文
学
」
に
つ
い
て
の
最
も
頻
繁
な
討
論
者

の
一
人
で
あ
り
、「
文
学
」
を
含
む
学
術
史
を
総
括
し
、
と
ら
え
な

お
し
を
し
た
最
も
重
要
な
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
劉
師
培
と
ほ
ぼ
同

時
に
連
載
さ
れ
た
論
文
に
は
、
例
え
ば
一
九
〇
五
年
『
国
粋
学
報
』

第
二
期
か
ら
第
五
期
ま
で
四
期
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
田
北
湖
（
一

八
七
七
？

－

一
九
一
八
？
）
の
「
論
文
章
源
流
」
と
い
う
論
文
な
ど

も
あ
る
。

　
一
方
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
章
炳
麟
も
『
訄
き
ゅ
う
し
ょ書

』
初
刻
本
に
お
い
て
、

「
訂
文
第
二
十
五
」
の
附
録
と
し
て
「
正
名
略
例
」
と
い
う
短
い
文

章
を
掲
載
し
て
い
る
（『
訄
書
』
初
刻
本
は
一
九
〇
〇
年
に
出
版
さ

れ
〉
3
〈
た
）。
そ
の
後
、
こ
の
文
章
は
長
文
「
文
学
説
例
」
に
拡
張
さ

れ
、
横
浜
を
編
集
所
在
地
と
す
る
『
新
民
叢
報
』
第
五
号
（
一
九
〇

二
年
四
月
八
日
）、
第
九
号
（
六
月
六
日
）、
第
十
五
号
（
九
月
二

日
）
に
三
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
章
炳
麟
が
初
め

て
比
較
的
に
系
統
的
な
形
で
「
文
学
」
の
定
義
・
範
囲
に
つ
い
て
討

論
し
た
論
文
で
あ
る
。
章
炳
麟
は
、
一
九
〇
三
年
に
光
緒
帝
を
批
判

し
革
命
を
呼
び
か
け
た
鄒
容
の
「
革
命
軍
」
に
序
文
を
寄
せ
て
逮
捕

さ
れ
た
『
蘇
報
』
事
件
で
、
三
年
間
入
獄
し
た
。
釈
放
後
に
孫
文
に

よ
っ
て
革
命
の
海
外
本
部
で
あ
る
東
京
に
迎
え
ら
れ
た
直
後
、
一
九

〇
二
年
論
文
の
修
正
版
・
発
展
版
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
「
文
学

論
略
」
と
い
う
論
文
を
連
載
し
た
（『
国
粋
学
報
』
第
二
十
一
期
、

第
二
十
二
期
、
第
二
十
三
期
、
一
九
〇
六
年
八
月
二
〇
日
〜
一
〇
月

二
〇
日
）。
さ
ら
に
、
一
九
一
〇
年
に
こ
の
「
文
学
論
略
」
は
「
文

学
総
略
」
と
い
う
新
た
な
題
に
直
さ
れ
て
『
国
故
論
衡
』
に
収
録
さ

れ
た
（
東
京
で
初
版
、
一
九
一
二
年
大
共
和
日
報
館
再
版
）。

　
こ
の
一
九
〇
六
年
の
章
炳
麟
の
論
文
が
劉
師
培
と
対
話
、
な
い
し

は
論
争
的
な
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
研
究
者
の
指
摘
し
て
い

る
通
り
で
あ
〉
4
〈
る
。
あ
る
意
味
、「
文
学
」
の
定
義
・
範
囲
を
主
題
と

す
る
こ
の
論
文
は
、
そ
の
後
も
十
数
年
間
章
炳
麟
に
よ
っ
て
書
き
続

け
ら
れ
、
最
後
に
「
文
学
総
略
」
と
い
う
題
で
『
国
故
論
衡
』
に
収

録
さ
れ
る
形
で
完
成
し
た
。
一
九
三
六
年
に
死
去
す
る
ま
で
、「
文

学
」
と
は
何
か
、「
文
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
は
一
貫
し
て
章

炳
麟
が
頻
繁
に
論
じ
て
い
た
問
題
で
あ
る
。

二
　
漢
字
圏
の
明
治
日
本
の 

言
文
一
致
運
動
に
と
っ
て
「
文
学
」
と
は
何
か

　
西
洋
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
日
本
の
言
文
一
致

運
動
は
、
同
時
に
翻
訳
概
念
と
し
て
の
「
文
学
」を
導
入
す
る
結
果
に

繋
が
っ
た
。
一
般
的
に
は
、「
文
学
」
概
念
に
つ
い
て
の
議
論
の
前
に

言
語
、
文
字
を
め
ぐ
る
議
論
が
先
に
く
る
の
が
普
通
で
あ
る
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。
し
か
し
日
本
に
お
い
て
言
文
一
致
運
動
と
国
語
運
動
は

多
く
の
場
合
、
二
つ
の
運
動
と
し
て
見
な
さ
れ
議
論
さ
れ
て
き
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
数
十
年
来
、
日
本
の
学
界
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
批
判
す
る
た
め
に
「
国
語
運
動
」
に
対
し
て
批
判
的
な
眼
差
し
を

向
け
る
傾
向
が
強
く
あ
る
の
に
対
し
て
、
言
文
一
致
運
動
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
肯
定
的
に
議
論
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
う
印

象
が
強
い
。
こ
の
落
差
が
事
実
と
す
る
な
ら
ば
興
味
深
い
。
た
し
か

に
言
文
一
致
運
動
は
、
文
学
者
、
知
的
エ
リ
ー
ト
等
の
民
間
人
に

よ
っ
て
主
導
さ
れ
、
個
人
的
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
文
体
の
探
求
と
文

学
の
実
験
で
あ
り
、
国
語
政
策
と
は
確
か
に
違
っ
て
い
る
。
ま
た
国

語
の
問
題
は
個
人
的
な
レ
ベ
ル
の
議
論
も
存
在
し
て
い
る
が
、
主
に

は
政
府
主
導
の
近
代
化
言
語
政
策
と
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
が
直
結
し
て
い
た
。
し
か
し
、
他
方
、
両
者
は
重
な
っ
て

い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
実
際
綺
麗
に
両
者
を
分
離
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
中
国
語
の
言
語
の
近
代
化
を
意
味
す

る
「
五
・
四
白
話
文
運
動
」「
国
語
運
動
」
な
ど
の
用
語
が
曖
昧
に
分

け
ず
に
使
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
本
論
も
曖
昧
な
形
で
両
者
を

分
け
ず
に
使
う
こ
と
に
す
る
。
漢
字
圏
に
同
じ
く
属
す
る
以
上
、
こ

の
よ
う
な
類
比
が
妥
当
で
あ
り
、
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
。
両
者
が
対

比
さ
れ
る
最
大
の
理
由
は
、
中
国
を
含
む
漢
字
圏
の
す
べ
て
の
国
語

運
動
に
と
っ
て
最
大
の
公
敵
は
漢
文
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
点
で
あ

ろ
〉
5
〈

う
。

　
明
治
日
本
に
お
け
る
言
文
一
致
・
国
語
施
策
の
討
論
は
、
文
字
表

記
の
レ
ベ
ル
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六

七
）
二
月
に
、
武
士
、
の
ち
に
明
治
政
府
の
官
僚
に
な
っ
た
前
島
密

が
幕
府
の
将
軍
徳
川
慶
喜
に
奉
っ
た
と
い
う
「
漢
字
御
廃
止
之
論
」

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
漢
字
廃
除
論
な
ど
を
経
て
近
代
的
な
「
文

学
」
概
念
に
至
る
ま
で
短
く
な
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
に
は
、
当
時
、
速
記
法
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
田

鎖
綱
紀
ら
の
演
説
の
速
記
の
本
が
流
行
し
、
こ
れ
も
後
の
言
文
一
致

運
動
を
推
進
さ
せ
た
。
文
学
に
お
い
て
は
、
文
学
者
で
あ
る
二
葉
亭

四
迷
の
小
説
『
浮
雲
』（
一
八
八
七
年
）
や
山
田
美
妙
の
小
説
『
夏

木
立
』（
一
八
八
八
年
）
が
出
版
さ
れ
、
新
し
い
「
言
文
一
致
」
の

文
体
が
文
壇
に
影
響
を
与
え
、
近
代
日
本
に
お
け
る
言
文
一
致
文
学

の
嚆
矢
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
文
学
史
を
書
い
た
者
の
事
後
の
追
認

で
も
あ
る
。
一
九
〇
四
年
に
小
学
校
で
第
一
期
の
国
定
教
科
書
『
尋

常
小
学
校
読
本
』
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
制
度
的
に
言
文

一
致
・
国
語
政
策
が
全
面
的
に
確
立
し
た
と
言
え
〉
6
〈
る
。
こ
の
年
こ
そ

言
文
一
致
世
代
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
と
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
文
学
の
定
義
・
範
囲
な
ど
の
問

題
は
同
じ
漢
字
圏
に
属
し
て
い
る
日
本
に
お
い
て
も
熱
い
話
題
と

な
っ
た
。
明
治
維
新
が
始
ま
る
と
、「
文
学
」
の
問
題
は
注
目
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
明
治
日
本
政
府
の
太
政
官
を
務
め
て
い
た
、
熊
本
の

武
士
で
儒
学
者
で
あ
る
木
下
真
弘
（
一
八
二
四

－

一
八
九
七
）
は
、

そ
の
『
維
新
旧
幕
比
較
論
』
に
お
い
て
こ
れ
に
触
れ
て
い
る
。
本
書

は
、
木
下
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
末
か
ら
明
治
一
〇
年
（
一
八
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七
七
）
の
後
半
に
わ
た
っ
て
、
明
治
維
新
以
降
の
様
々
な
改
革
と
、

そ
の
前
の
幕
府
の
旧
況
と
の
比
較
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
明
治

初
年
を
研
究
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
木
下
は
明
治
三
年

の
学
制
に
つ
い
て
、
そ
の
「
弊
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
に
「
官

立
は
程
朱
の
学
に
限
る
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、「
そ
の
利
便
に
属
す

者
を
掲
ぐ
」
に
、「
大
中
小
学
規
則
を
定
む
。
旧
政
中
、
文
学
の
こ

と
頗
ぶ
る
勧
奨
す
と
い
え
ど
も
、
今
の
学
制
の
便
な
る
に
如
か
ず
」

と
述
べ
て
い
〉
7
〈

る
。
こ
の
時
の
「
文
学
」
は
官
立
学
校
に
お
い
て
依
然

と
し
て
朱
子
学
を
指
し
て
お
り
、
他
の
学
校
は
異
な
る
と
い
う
こ
と

か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
「
文
学
」
は
ま
だ
翻
訳
概
念
の
「
文

学
」
で
は
な
く
、
広
義
的
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
の
ち
の
夏
目
漱
石（
一
八
六
七

－

一
九
一
六
）の
時
代
に
な
る
と
、

こ
の
状
況
は
す
で
に
変
化
し
て
い
る
。
漱
石
の
大
著
『
文
学
論
』
は

ま
さ
に
「
文
学
」
の
定
義
・
範
囲
で
悩
ん
だ
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た

産
物
で
あ
る
。
本
書
は
一
九
〇
一
年
九
月
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
た

が
、
一
九
〇
九
年
に
未
完
の
ま
ま
で
出
版
さ
れ
た
。
漱
石
は
そ
の

「
序
」
に
お
い
て
「
余
は
少
時
好
ん
で
漢
籍
を
学
び
た
り
」、「
文
学
は

斯
く
の
如
き
者
な
り
と
の
定
義
を
漠
然
と
冥
々
裏
に
左
国
史
漢
よ
り

得
た
り
」、「
ひ
そ
か
に
思
ふ
に
英
文
学
も
亦
か
く
の
如
き
な
る
も
の

べ
し
」
と
回
顧
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
卒
業
せ
る
余
の
脳
裏
に
は
何

と
な
く
英
文
学
に
欺
か
れ
た
る
が
如
き
不
安
の
念
あ
り
」、「
漢
学
に

所
謂
文
学
と
英
語
に
所
謂
文
学
と
は
到
底
同
定
義
の
下
に
一
括
し
得

べ
か
ら
ざ
る
異
種
類
の
も
の
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」と
述
べ
て
い
〉
8
〈

る
。

　
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
文
学
の
概
念
、
定
義
な
ど
を
め
ぐ
る
思

考
者
と
し
て
の
夏
目
漱
石
は
、
小
説
家
の
夏
目
漱
石
よ
り
先
に
あ

る
。
様
々
な
証
拠
で
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
前
者
と
し
て
の

漱
石
、
少
な
く
と
も
大
学
時
代
の
漱
石
が
将
来
に
な
り
た
い
「
文

学
」
者
と
は
、
唐
の
韓
愈
、
柳
宗
元
の
よ
う
な
唐
宋
古
文
家
を
意
味

し
て
い
た
。
二
三
歳
の
時
に
書
か
れ
た
処
女
作
『
木
屑
録
』（
明
治

二
二
年
八
月
）
は
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
蘇
軾
を
模
範
と
す
る
漢
文
作

品
で
あ
り
、
そ
の
文
風
の
勢
い
は
非
凡
な
も
の
で
あ
り
、
一
代
の
文

豪
の
姿
が
す
で
に
表
れ
て
い
〉
9
〈

る
。
の
ち
の
漱
石
は
多
様
な
ス
タ
イ
ル

の
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
人
生
の
後
半
へ
と
入

り
か
け
た
修
善
寺
に
て
大
病
後
に
人
生
を
慰
め
た
「
文
」
と
は
、
小

説
や
和
歌
で
は
な
く
、
ま
た
漢
文
の
文
章
で
も
な
く
、
む
し
ろ
漢

詩
、
山
水
画
、
部
分
的
に
は
俳
句
で
あ
っ
〉
10
〈
た
。
ち
な
み
に
中
村
光
夫

が
指
摘
し
た
通
り
、
明
治
初
年
の
日
本
文
学
の
出
版
物
は
依
然
と
し

て
漢
文
出
版
物
が
主
流
で
あ
〉
11
〈

る
。

　
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
近
代
的
な
「
文
学
」

の
成
立
は
明
治
日
本
文
学
史
の
叙
述
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
深
い

関
係
に
あ
〉
12
〈

る
。
清
末
の
中
国
に
関
し
て
言
え
ば
、
戊
戌
変
法
前
後
と

二
〇
世
紀
最
初
の
数
年
間
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
言
文

一
致
運
動
（
特
に
後
者
）
の
影
響
を
受
け
て
、
文
字
改
革
の
レ
ベ
ル

に
お
け
る
議
論
が
ま
ず
始
ま
り
、
さ
ら
に
書
記
体
全
体
に
対
す
る
自

己
反
省
的
な
議
論
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
日
本

の
状
況
と
共
通
し
て
い
る
が
、
日
本
と
は
十
数
年
間
か
ら
二
十
年
間
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の
時
間
差
が
あ
る
。

三
　『
新
民
叢
報
』
に
お
け
る 

章
炳
麟
の
「
文
学
」
定
義
・
範
囲

　
こ
こ
で
は
先
の
議
論
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
章
炳
麟
が
一
九
〇
二

年
に
『
新
民
叢
報
』
に
書
い
た
「
文
学
説
例
」
と
い
う
論
文
と
、
劉

師
培
が
一
九
〇
六
年
に
『
国
粋
学
報
』
に
書
い
た
「
文
学
論
略
」
と

い
う
論
文
と
を
比
較
し
、
同
時
に
同
一
時
期
に
お
け
る
章
炳
麟
と
劉

師
培
の
議
論
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
断
絶
が
あ
る
か
、
ま
た
関
連
が

あ
る
か
を
見
て
み
た
い
。

　
ま
ず
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
新
民
叢
報
』
の
文
章
の
原
題

は
「
文
学
説
例
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
書
き
直
さ
れ
、
一
九
〇
四

年
の
『
訄
書
』
重
刻
本
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
そ
の
表
題
が
「
正
名

雑
義
」
と
さ
れ
、
こ
の
論
文
は
さ
ら
に
書
き
直
さ
れ
、
一
九
一
〇
年

に
『
国
故
論
衡
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
ま
た
「
文

学
総
略
」
と
直
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
一
九
〇
二
年
の
「
文
学
説
例
」
の
趣
旨
を
見
て
み
た
い
。

「
文
学
説
例
」
の
書
き
出
し
に
お
い
て
章
炳
麟
は
「
文
学
」
を
次
の

よ
う
に
定
義
し
た
。

　「
緒
」
に
お
い
て
曰
く
、「
爾じ

雅が

以
て
古
い
に
し
えを
観み

れ
ば
、
以
て
小
く
辨
わ
き
ま

え
る
こ
と
を
取
ら
な
い
」。
こ
れ
を
文
学
と
謂
う
。
文
学
の
始

は
、
け
だ
し
言
語
に
お
い
て
発
生
さ
れ
る
。（
し
か
し
）
文
字
が

作
ら
れ
る
と
、
言
語
と
文
字
の
両
者
は
互
い
に
交
渉
し
結
合
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
流
れ
が
殊こ
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　（
原
文
：
緒
曰
：
爾
雅
以
観
於
古
、
無
取
小
辯
、
謂
之
文
学
。

文
学
之
始
、
蓋
権
興
于
言
語
。
自
書
契
既
作
、
逓
有
接
構
、
則

二
者
殊
〉
13
〈

流
。）

　
右
の
引
用
を
見
る
と
、
言
語
と
「
書
契
」（
文
字
）
が
「
殊こ

と

な
る
流

れ
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
が
、
章
炳
麟
の
趣
旨
の
一
つ
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
同
時
に
、「
文
学
説
例
」
の
書
き
出
し
の

結
末
部
に
お
い
て
、
章
炳
麟
は
「
小
学
（
漢
字
学
）
に
は
精
通
し
て

い
る
が
、
文
辞
が
下
手
で
あ
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
小
学
を
知
ら

ず
に
文
を
言
え
る
者
は
い
な
い
。
今
こ
れ
を
例
証
す
る
た
め
に
文
学

と
漢
字
学
が
相
関
っ
て
い
る
概
ね
の
例
を
取
り
た
い
」（「
有
精
於
小

学
拙
于
文
辞
者
矣
、
未
有
不
知
小
学
而
可
言
文
者
也
。
今
為
説
例
、

率
取
文
学
與
雅
故
神
恉
相
関
者
」）
と
述
べ
〉
14
〈

た
。
小
学
を
以
て
文
学

の
興
衰
を
討
論
す
る
こ
と
が
、
本
文
の
も
う
一
つ
の
趣
旨
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
他
方
、
研
究
者
の
陸
胤
が
、
二
〇
一
七
年
に
中
国
で
競
売
さ
れ
た

章
炳
麟
の
手
書
き
の
原
稿
と
雑
誌
論
文
を
比
べ
、
こ
の
よ
う
な
定
義

は
手
稿
に
は
な
い
こ
と
を
発
見
し
〉
15
〈

た
。
実
際
『
訄
書
』
重
刻
本
に
収

録
さ
れ
た
論
文
に
も
こ
の
段
落
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、

『
新
民
叢
刊
』
を
中
心
に
議
論
を
進
め
た
い
。
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　「「
緒
」
に
お
い
て
曰
く
、「
爾じ

雅が

以
て
古
い
に
し
えを
観み

れ
ば
、
以
て
小
く

辨わ
き
まえ

る
こ
と
を
取
ら
な
い
」。
こ
れ
を
文
学
と
謂
う
」
と
い
う
章
の

定
義
を
見
て
み
よ
う
。「
緒
」
と
は
、
晋
の
郭
璞
が
注
を
、
宋
の
邢

昺
が
疏
を
付
け
た
『
爾
雅
註
疏
』
に
お
け
る
、「
爾
雅
序
」
の
邢
昺

の
疏
（
二
次
的
な
再
解
釈
）
か
ら
の
言
葉
で
あ
る
。『
爾
雅
』
は
春

秋
戦
国
時
代
の
諸
経
書
の
伝
注
を
集
め
た
訓
詁
学
の
本
で
あ
る
。
そ

の
「
序
」
に
次
の
よ
う
に
い
う
。「
爾
と
は
、
近
い
こ
と
な
り
。
雅

と
は
、
正
の
こ
と
な
り
。
近
づ
い
て
正
を
取
る
べ
き
こ
と
な
り
。

（
中
略
）
孔
子
は
曰
く
、「
爾じ

雅が

以
て
古
い
に
し
えを

観み

れ
ば
、
以
て
言げ
ん

を
辨べ
ん

ず
る
に
足
り
る
」」（
原
文
：「
爾
、
近
也
；
雅
、
正
也
；
言
可
近
而

取
正
也
。（
中
略
）
孔
子
曰
：
爾
雅
以
観
於
古
、
足
以
辯
言
〉
16
〈

矣
」）。

「
爾
雅
以
観
於
古
」
と
は
『
論
語
』
に
見
ら
れ
ず
、『
大
戴
礼
記
・
小

辨
』
に
お
い
て
登
場
す
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
魯
の

哀
公
が
孔
子
に
「
自
分
は
「
小せ
う

辨べ
ん

」
を
学
ぼ
う
と
す
る
こ
と
で
政
治

を
見
よ
う
と
し
た
い
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
」（
原
文
：
寡
人
欲
学
小

辨
、
以
観
於
政
、
其
可
乎
？
）
と
聞
い
た
が
、
孔
子
は
違
う
と
答
え

た
。
孔
子
曰
く
「
辨べ
ん

に
し
て
小せ
う

な
ら
ざ
れ
。
小せ
う

辨べ
ん

は
言
を
破
り
、
小

言
は
義
を
破
り
、
小
義
は
道
を
破
る
。
道み
ち

が
小せ
う

な
る
と
き
は
通つ
う

ぜ

ず
。
通つ
う

ず
る
道み
ち

は
必
ず
簡か
ん

な
り
。
是こ

の
故ゆ
え

に
弦げ
ん

に
循し
た
がひ
て
以
て
楽が
く

を

観み

ば
、
以
て
風ふ
う

を
辨
ず
る
に
足た

る
。
爾じ

雅が

以
て
古
い
に
し
えを

観み

れ
ば
、
以

て
言
を
辨べ
ん

ず
る
に
足た

る
」（
簡か
ん

は
大
と
解
す
。
原
文
：
辨
而
不
小
。

夫
小
辨
破
言
、
小
言
破
義
、
小
義
破
道
、
道
小
不
通
、
通
道
必
簡
。

是
故
循
弦
以
観
於
楽
、
足
以
辨
風
矣
；
爾
雅
以
観
於
古
、
足
以
辨

言
〉
17
〈
矣
）。
孔
子
の
趣
旨
は
『
爾
雅
』
と
関
係
は
な
く
、
政
治
、
倫
理

の
レ
ベ
ル
の
「
義
」、「
道
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

「
正
（
雅
）
に
近
い
」
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　
章
炳
麟
の
こ
こ
で
の
引
用
は
『
爾
雅
』
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
小
学
（
漢
字
学
）
の
角
度
か
ら
文
学
を
論
じ
た
も

の
で
あ
る
。
章
炳
麟
が
『
爾
雅
』
序
に
対
す
る
邢
昺
の
註
を
借
り
て

説
明
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
文
学
が
「
雅が

に
爾ち
か

い
」／
「
正せ
い

に
近
い
」

こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
何
が
「
雅
」
ま
た
は
「
正
」
な
の
か
。
章
に

よ
れ
ば
、「
文
」
を
為
す
た
め
に
は
、「
表
象
の
病
」
が
氾
濫
す
る
前

の
字
の
意
味
に
近
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
な
り
に
言
い
換
え

れ
ば
、「
文
」
を
為
す
と
は
決
し
て
言
語
的
な
「
小
」、
す
な
わ
ち
一

般
的
な
言
語
表
現
の
技
巧
、
な
い
し
は
華
に
し
て
実
に
あ
ら
ざ
る
と

い
っ
た
言
葉
の
綾
ば
か
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
と

い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
が
「
無
取
小
辯
」
の
意
味
で
あ
る
と
理
解

で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
あ
と
で
説
明
を
試
み
た
い
。

　「
表
象
の
病
」
と
は
、
章
炳
麟
が
東
京
大
学
で
比
較
宗
教
学
講
座

を
開
設
し
た
姉
崎
正
治
の
言
い
方
で
あ
り
、
姉
崎
の
考
え
は
マ
ク
ス

ミ
ュ
ラ
ー
（Friedrich M

ax M
üller, 1823 ‒1900

）
か
ら
示
唆
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
姉
崎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
マ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
は
神
話
を
以
て
言
語
の
疾
病
腫
物
と
な
し
ぬ
然

ど
も
神
話
が
言
語
の
疾
病
な
る
が
如
き
観
あ
る
は
語
言
其
物
の
特
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質
に
し
て
、
言
語
は
決
し
て
其
物
と
吻
合
し
得
る
者
に
あ
ら
ず
、

必
や
之
を
表
象
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
雨
降
る
と
い
へ
ば
、
其
中
に

は
幾
分
が
雨
を
人
格
的
に
表
象
す
る
の
跡
あ
る
を
免
れ
ず
、「
風

が
吹
く
」「
水
が
流
る
」
も
皆
然
り
。
且
此
よ
り
進
み
て
抽
象
思

想
の
言
語
に
至
れ
ば
、
此
の
特
徴
は
一
層
顕
著
に
し
て
、「
大
な

る
思
想
」「
長
き
思
案
」「
度
量
の
弘
き
」
と
い
ふ
が
如
き
は
、
精

神
現
象
を
有
形
的
に
表
象
し
た
る
者
な
り
。（
中
略
）
兎
に
角
人

間
の
思
想
は
総
て
此
の
如
き
表
象
主
義

0

0

0

0

を
離
る
々
を
得
ず
、
表
象

主
義
あ
る
以
上
は
病
的
素
質
あ
る
な
〉
18
〈

り
。

　
章
炳
麟
の
姉
崎
／
マ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

小
林
武
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
〉
19
〈

が
、
こ
こ
で
贅
言

す
る
つ
も
り
は
な
い
。
右
の
引
用
は
私
な
り
の
理
解
で
言
い
換
え
る

と
、
言
語
表
象
は
比
喩
性
を
頼
り
に
し
て
い
る
が
、
比
喩
性
に
よ
っ

て
拡
張
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
病
と
な
る
。
章
が

こ
の
言
葉
で
言
い
た
か
っ
た
の
は
、「
文
と
質
が
離
れ
て
い
れ
ば
い

る
ほ
ど
表
象
が
多
く
な
り
、
そ
の
病
も
益
々
甚
だ
し
い
」
と
い
う
こ

と
で
も
あ
〉
20
〈

る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
章
炳
麟
は
文
学
が
華
々
し
い
気
風

で
あ
る
こ
と
を
「
字
」「
詞
」
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
批
判
し
、「
識

字
」
を
通
し
て
し
か
浮
華
な
文
風
を
一
掃
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

と
見
た
。
こ
れ
を
通
し
て
章
は
「
淳
質
」「
質
簡
」
の
文
を
求
め
よ

う
と
し
て
い
る
（「
淳
質
」「
質
簡
」
は
「
文
学
説
例
」『
新
民
叢

報
』
第
五
号
に
お
け
る
言
い
方
で
あ
る
）。

四
　「
爾
雅
」
に
基
づ
く
章
炳
麟
の
「
文
学
」
観

　「
爾
雅
」
に
基
づ
く
文
学
観
は
、
章
炳
麟
の
「
文
学
説
例
」
に
お

け
る
文
学
史
観
に
も
見
ら
れ
る
。
章
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
　
漢
の
司
馬
相
如
、
揚
雄
、
班
固
な
ど
は
、
み
な
嘗
て
『
凡
将

篇
』『
訓
纂
篇
』『
倉
頡
篇
』
を
書
き
、
ま
た
は
編
纂
し
た
の
で
、

そ
の
文
辞
は
閎こ
う

雅が

で
あ
る
。
そ
れ
は
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
唐
の
時
代
に
お
い
て
文
采
を
楽
し
む
者
は
、

な
お
精
密
で
な
い
が
字
を
一
応
識
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。（
中

略
）
両
宋
以
降
、
斯
る
道
は
漸
く
ご
く
普
通
に
な
っ
た
が
、
し
か

し
自
分
の
文
章
を
な
お
「
古
文
辞
」
と
号
し
て
い
た
。

　
　（
原
文
：
漢
世
相
如
、
雄
、
固
之
属
、
皆
嘗
纂
凡
将
、
訓
纂
、

倉
頡
、
故
其
文
辞
閎
雅
。
知
言
之
選
。
唐
時
楽
文
采
者
、
猶
云

略
識
字
。（
中
略
）
両
宋
以
降
、
斯
道
漸
普
、
然
有
所
述
作
、

猶
号
曰
古
文
〉
21
〈

辞
。）

　
引
用
文
中
の
、
秦
の
李
斯
（
？

－

前
二
一
〇
）
な
ど
の
『
倉
頡
篇
〉
22
〈

』、

漢
の
司
馬
相
如
（
前
一
七
九

－

前
一
一
七
）
の
『
凡
将
篇
』、
揚
雄

（
前
五
三

－

後
一
八
）
の
『
訓
纂
篇
』
な
ど
は
、
清
の
朱
筠
「
重
刻
説

文
解
字
序
」
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
通
り
、
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解

字
』
が
依
拠
し
た
一
部
の
漢
字
学
の
著
作
で
あ
る
。
章
太
炎
が
班
固
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に
言
及
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
班
固
が
書
い
た
『
漢
書
』「
芸げ
い

文も
ん

志し

」

に
小
学
に
関
す
る
貴
重
な
記
載
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
（
小
学
と
は

小
学
で
字
を
識
る
と
い
う
意
味
か
ら
の
ち
の
漢
字
学
の
名
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。『
漢
書
』「
芸
文
志
」
は
蔵
書
目
録
に
基

づ
く
学
術
史
で
あ
る
。『
漢
書
』「
芸
文
志
」
の
「
小
学
」
部
分
は
先

に
列
挙
し
た
漢
代
の
小
学
校
教
科
書
（
童
蒙
の
識
字
教
科
書
）
を
含

む
小
学
十
家
、
四
十
五
篇
の
記
載
が
あ
〉
23
〈

る
。
こ
こ
で
章
太
炎
が
言
い

た
い
の
は
、
司
馬
相
如
、
揚
雄
、
班
固
な
ど
の
文
豪
が
そ
の
文
辞
が

弘
雅
で
あ
る
の
は
、
小
学
の
知
識
の
お
か
げ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
を
為
す
に
字
を
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
を
通
し
て
し
か
「
表
象
の
病
」
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
閎ひ
ろ

く
し
て
雅み
や
びや
か
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、「
表
象
の
病
」
に
基
づ

く
よ
う
な
「
美
」
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

「
疏
通
古
文
、
後
学
之
任
」
と
章
は
強
調
し
〉
24
〈

た
。

　
他
方
、
章
炳
麟
は
、「
有
韻
之
文
」
は
無
理
に
音
韻
に
合
わ
せ
る

た
め
に
表
現
が
自
由
に
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
で
文
字
が
増
や
さ

れ
、「
余
計
な
腫
物
」（「
疣
贅
」）
が
実
に
多
い
と
批
判
す
る
（
原

文
：
或
以
数
字
成
句
度
、
不
可
増
損
、
或
取
協
音
律
、
不
能
曲
随
己

意
、
強
相
支
配
。
疣
贅
実
〉
25
〈

多
）。

　
章
が
「
爾
雅
」
に
基
づ
く
文
学
を
主
張
す
る
以
上
、
さ
ら
に
「
雅
」

と
「
古
」
の
意
味
を
見
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
詩
経
』「
毛
詩

序
」
に
お
い
て
「
雅
」
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き

な
い
。「
天
下
の
事
を
言
い
、
四
方
の
風ふ
う

を
形あ
ら

わ
す
、
こ
れ
を
雅
と

謂
う
。
雅
と
は
、
正
な
り
。
王
政
の
廃
れ
た
り
興さ

か

え
た
り
す
る
所
以

を
言
う
。
政
に
大
小
有
り
、
故
に
雅
に
も
大
雅
と
小
雅
が
有
る
」

と
〉
26
〈

。
孔く

穎え
い

達た
つ

は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。「
雅
は
正
と
訓
す

る
。
天
子
に
よ
っ
て
政
教
を
以
て
天
下
を
斉
し
く
正
す
こ
と
に
な

る
。（
中
略
）
道
を
得
れ
ば
す
な
わ
ち
そ
の
美
雅
の
正
を
述
べ
る
。

（
中
略
）
も
し
天
下
を
斉
し
く
正
す
に
そ
の
理
を
失
え
ば
、
す
な
わ

ち
そ
の
悪
を
刺
す
。
周
幽
王
、
周
厲
王
、
小
雅
な
ど
は
そ
う
で

あ
〉
27
〈

る
」。「
雅
」
は
「
正
」
と
解
さ
れ
る
が
英
訳
はproper

で
あ
〉
28
〈

る
。

こ
の
英
訳
は
現
代
の
読
者
の
理
解
に
一
助
が
あ
ろ
う
。「
風
」
は
風

習
の
意
味
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
二
通
り
の
「
風
」
が
あ
る
。
例
え
ば

「
上
以
風
化
下
、
下
以
風
刺
上
」（
上
に
居
る
者
は
下
々
を
風
化
〈
感

化
・
教
化
〉
し
、
下
に
居
る
者
は
上
に
居
る
者
を
風
刺
す
る
）
で
あ

る
（「
毛
詩
〉
29
〈
序
」）。
風
刺
と
は
、
す
な
わ
ち
下
の
上
（
権
力
）
に
対

す
る
批
判
で
あ
る
。

　
右
の
引
用
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
風
」
と
「
雅
」
は
分
け
て

論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
章
太
炎
の
「
爾
雅
以
観
於

古
」
と
は
、
な
お
文
学
と
政
治
と
の
関
係
を
含
有
し
て
お
り
、
同
時

に
章
炳
麟
の
文
と
史
が
通
じ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
思
考
も
含
め

て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
詩
経
学
で
知
ら
れ
て
い
る
清
の
馬
瑞
辰
が

「『
詩
正
義
』
が
曰
く
、〈
詁
な
る
者
は
古
な
り
。
古
と
今
は
語
が
異

な
る
の
で
、
こ
れ
に
通
じ
れ
ば
、
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
〉。

（
中
略
）
今
よ
り
古
に
通
じ
る
こ
と
を
み
な
詁
訓
と
曰
く
。
訓
詁
と

も
曰
く
」（
原
文
：『
詩
正
義
』
曰
：「
詁
者
、
古
也
；
古
今
異
語
、
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通
之
使
人
知
〉
30
〈
也
」）
と
い
う
。
こ
れ
は
章
炳
麟
の
「
爾
雅
以
観
於

古
」
に
あ
る
種
の
解
釈
を
与
え
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
章
に
と
っ
て

言
語
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
古
に
通
じ
る
こ
と
と
、
歴
史
的
な
レ
ベ
ル

に
お
い
て
古
に
通
じ
る
こ
と
は
一
つ
の
こ
と
で
あ
る
。

　
総
じ
て
言
え
ば
、
章
炳
麟
の
「
爾
雅
以
観
於
古
」
と
は
、
言
語
的

な
側
面
、
文
学
と
倫
理
と
の
関
係
、
文
学
と
政
治
と
の
関
係
に
対
す

る
思
考
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
は
章
炳
麟
の
復
古
的
文
学
史
観
、
学

術
史
観
に
対
す
る
思
考
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
側
面
を
合

わ
せ
て
考
え
れ
ば
、「
文
学
」
が
雅
に
爾ち
か

づ
き
、
正
に
近
づ
く
べ
き

で
あ
る
と
い
う
観
点
は
、
中
国
の
「
文
学
」
の
批
評
の
伝
統
に
お
い

て
「
文
」
と
「
質
」
が
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、
両
者
の
間
に
あ
る

種
の
均
衡
な
関
係
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
独
自
性
は
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が

ら
漢
字
学
の
視
点
か
ら
理
論
的
に
論
じ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
を
通

し
て
「
文
学
」
が
漢
字
学
の
素
養
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
い
う
独
自
な

見
解
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
劉
師
培
も
文
学

が
小
学
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
い
う
見
解
で
あ
る
が
、
文
が
す
な
わ
ち

韻
文
と
い
う
点
に
お
い
て
阮
元
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
章

の
そ
れ
と
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
陸
胤
論
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
競
売
手
稿
と
『
新
民
叢

報
』
論
文
と
の
間
に
、
手
稿
に
は
な
く
『
新
民
叢
報
』
論
文
に
加
え

ら
れ
た
最
後
の
一
段
が
あ
る
（
原
文
は
注
を
参
〉
31
〈

照
）。
実
際
こ
の
一

段
は
『
訄
書
』
重
刻
本
に
収
録
さ
れ
た
「
正
名
雑
義
」
に
も
あ
る
の

で
、
こ
の
手
稿
は
『
新
民
叢
報
』
論
文
と
「
正
名
雑
義
」
の
「
正
名

雑
義
」
初
稿
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
一
段
と
は
次
の
よ
う
な
一
句

で
あ
る
。「
爾
雅
と
は
正
に
近
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
民
が

こ
れ
を
以
っ
て
財
を
共
に
す
る
こ
と
を
分
る
」
と〉

32
〈

。
こ
れ
は
『
礼

記
』「
祭
法
」
に
あ
る
次
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。「
黄く
う

帝て
い

は
百
ひ
ゃ
く

物ぶ
つ

を
正た
だ

し
名な

づ
け
て
以
て
民た
み

に
明
あ
き
ら
かに

し
財ざ
い

を
共
に
す
る
」（
原
文
：

黄
帝
正
名
百
物
、
以
明
民
共
〉
33
〈

財
）。
孔
穎
達
は
「
財
を
共
に
す
る
も

の
と
は
、
山
と
草
木
の
茂
っ
て
い
る
湿
地
が
障
碍
物
で
は
な
い
の

で
、
民
が
百
物
を
取
っ
て
以
て
自
か
ら
を
養
う
こ
と
を
教
え
る
こ
と

を
謂
う
」（
原
文
：
共
財
者
、
謂
山
沢
不
鄣
、
教
民
取
百
物
以
自

贍
〉
34
〈

也
）
と
注
釈
し
て
い
る
。「
名
を
正
す
」
と
は
「
字
を
正
す
」
こ

と
で
も
あ
る
の
で
、「
爾
雅
」
の
意
味
、
す
な
わ
ち
正
に
近
い
と
い

う
意
味
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
の
根
拠
は
、『
論
語
』

「
子
路
」
の
「
必
也
正
名
乎
？
」
に
対
し
て
、
鄭
玄
が
「
名
を
正
す

と
は
、
書
字
を
正
す
こ
と
を
謂
う
」
と
〉
35
〈

し
、
馬
融
は
「
百
事
の
名
を

正
す
」
と
解
釈
し
〉
36
〈

た
こ
と
に
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
章
炳
麟
の
「
文
学
説
例
」
は
『
訄
書
』
重
刻
本
に
収
録

さ
れ
た
際
に
「
正
名
雑
義
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
ら
れ
た
が
、「
文

学
説
例
」
の
元
と
な
っ
た
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
正
名
略
例
」
で

あ
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
章
炳
麟
に

と
っ
て
「
名
」
を
正
す
こ
と
と
「
文
学
」
を
正
す
こ
と
は
、
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
え
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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五
　「
進
歩
」
と
清
末
中
国
の
文
字
と 

語
言
に
対
す
る
「
原
罪
」 

　
─
─
章
炳
麟
と
の
対
比
に
あ
る 

　
　
　 
劉
師
培
の
言
語
文
字
観
と「
文
学
」観

　
こ
の
時
期
の
劉
師
培
に
は
時
々
、
文
字
と
言
語
に
つ
い
て
進
化
論

的
色
彩
を
も
つ
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
文
字
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
。
こ
れ

は
お
そ
ら
く
識
字
率
の
向
上
、
民
智
の
啓
蒙
と
い
う
劉
師
培
の
考
え

と
関
わ
っ
て
い
る
。
彼
の
観
点
は
こ
の
前
提
の
下
に
お
い
て
の
み
、

や
や
進
化
論
的
な
考
え
を
内
包
し
て
い
る
と
言
え
る
。
次
は
文
学
、

文
体
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
あ
る
。「
文
学
」
の
問
題
に
関
し
て
は
、

劉
師
培
の
観
点
は
ほ
と
ん
ど
進
化
論
的
な
考
え
と
は
無
縁
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
進
化
論
的
な
考
え
と
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
彼
に
お
け
る
韻
文
中
心
の
「
文
学
」
的
な
標
準
と
関
係
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
文
字
・
言
語
の
レ
ベ
ル
と
文
学
の
レ
ベ
ル
は
、
分
け
て
論

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
が
劉
師
培
の
議
論
が
時
に
矛
盾

が
生
じ
て
し
ま
う
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　
劉
師
培
の
観
点
を
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
劉
師
培
の

『
国
粋
学
報
』
で
の
連
載
で
あ
る
「
論
文
雑
記
」
を
例
に
見
て
み
た

い
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
英
儒
の
ス
ペ
ン
サ
ー
が
嘗

て
「
世
界
が
益
々
進
化
す
れ
ば
、
則
ち
文
字
も
益
々
退
化
す
る
」
と

言
っ
た
こ
と
が
あ
る
」。
ま
た
、「
六
朝
に
お
い
て
文
と
筆
が
分
か
れ

て
お
り
、
宋
代
以
下
の
文
詞
は
益
々
浅
く
な
る
。
そ
う
し
て
儒
家
の

語
録
が
以
て
興
る
。
元
代
以
来
、
復ま
た

詞
曲
が
盛
興
す
る
。
言
と
文
と

の
合
一
が
漸す
す

む
。
故
に
小
説
の
体
が
是
に
よ
り
興
る
」、「
私
見
に
よ

れ
ば
、
古
今
文
字
な
る
も
の
は
浅
と
深
、
文
と
質
の
違
い
が
あ
る
。

こ
れ
は
進
化
の
公
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
故
に
文
字
の
進
化
の
公
理

で
言
え
ば
、
則
ち
中
国
が
近
代
以
来
必
ず
俗
語
が
文
に
入
る
と
い
う

レ
ベ
ル
を
経
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
、
欧
州
十マ

六マ

世
紀
の
教
育

家
で
あ
る
ダ
ン
テ
氏
が
本
国
の
言
語
を
文
学
に
用
い
、
そ
う
し
て
国

民
の
教
育
は
興
っ
た
。
蓋
し
文
と
言
が
合
一
す
れ
ば
、
則
ち
識
字
者

が
日
益
に
多
く
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
十
六
世
紀
」
と
は
劉
師

培
の
誤
り
で
あ
〉
37
〈

る
）。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
討

論
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
右
の
よ
う
な
劉
師
培
の
観
点
は
彼
が
一
九
歳
で
あ
る
一
九

〇
三
年
の
論
文
「
中
国
文
字
流
弊
論
」に
お
い
て
見
ら
れ
る
。「
中
国

が
習
う
と
こ
ろ
の
文
は
典
雅
を
主
と
し
、
世
俗
の
語
を
浅
陋
と
し
て

斥
け
る
。
こ
れ
は
中
国
の
文
字
が
弊
に
致い
た

る
第
一
要
因
で
あ
る
。
今

こ
の
弊
を
革
め
る
に
二
策
が
あ
る
。
一
に
曰
く
俗
語
を
用
い
る
べ

し
。（
中
略
）
二
に
曰
く
新
し
い
字
を
造
る
べ
し
。（
中
略
）
こ
の
二

策
を
中
国
で
行
え
ば
、
文
字
も
改
良
さ
れ
る
の
で
教
育
普
及
の
第
一

策
と
な
〉
38
〈

る
」。「
新
字
」と
は
外
来
語
の
こ
と
で
あ
る
が
、こ
れ
に
つ
い

て
は
章
炳
麟
も
提
唱
し
た
が
、
言
文
一
致
に
関
し
て
は
章
炳
麟
が
一

九
〇
二
年
の
「
文
学
説
例
」と
い
う
論
文
で
否
定
し
て
い
る
。こ
の
論
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文
に
お
い
て
、
章
炳
麟
は
口
語
的
な
表
現
を
良
く
な
い
文
体
の
原
因

と
し
て
言
及
し
て
お
り
、
彼
が
挙
げ
た
例
は
「
戦
国
の
口
説
」を
模
倣

し
た
文
体
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
類
の
文
体
は
往
々
に
し
て

文
の
彩
を
求
め
る
あ
ま
り
に
「
浮
言
が
要
を
妨
げ
る
」
文
体
と
な
っ

て
し
ま
う
（
彼
に
よ
れ
ば
、
唐
の
杜
牧
が
そ
の
典
型
で
あ
〉
39
〈

る
）。
章

炳
麟
の
口
語
体
に
対
す
る
批
判
は
、
彼
の
「
表
象
之
病
」
を
批
判
し
、

質
樸
、
簡
質
の
文
体
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

　
と
は
い
え
、『
新
民
叢
報
』
に
刊
載
さ
れ
た
こ
の
論
文
に
お
い

て
、
章
炳
麟
は
「
進
歩
」
に
対
し
て
明
ら
か
な
疑
問
を
提
示
し
て
い

る
と
ま
で
は
ま
だ
言
え
な
い
。
例
え
ば
章
が
文
中
に
お
い
て
「
新
鋳

造
語
は
、
言
語
が
発
達
す
る
端は
じ
めで
あ
り
、
新
陳
代
謝
の
た
め
の
用
で

あ
る
。
今
世
紀
は
進
歩
発
見
の
時
代
で
あ
る
た
め
、
新
し
い
事
物
が

あ
れ
ば
、
誠
に
新
造
語
で
な
け
れ
ば
足
り
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
〉
40
〈

る
。
こ
の
一
言
で
章
炳
麟
が
進
歩
に
対
し
て
楽
観

的
で
あ
る
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
慎
重
に
考
察
す
る
べ
き
で
あ
る

が
、
進
歩
を
疑
問
視
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
他

方
、
章
は
、
翻
訳
語
と
し
て
の
「
文
学
」
を
拒
絶
し
て
は
い
る
が
、

翻
訳
語
と
し
て
の
「
哲
学
」
を
始
終
熱
心
に
使
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、「
進
歩
」
に
対
し
て
は
、
章
炳
麟
は
少
な
く
と
も
一
九

〇
六
年
以
降
は
理
論
的
な
面
に
お
い
て
進
歩
主
義
、
進
化
論
に
対
す

る
最
大
で
最
強
な
批
判
者
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
章
炳
麟
は
そ

の
「
倶
分
進
化
論
」（『
民
報
』
第
七
号
、
一
九
〇
六
年
九
月
五
日
）

に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。「
彼
が
執
っ
て

い
る
の
は
、
終
局
目
的
で
あ
り
、
必
ず
美
、
醇
、
善
を
尽
す
境
界
に

達
し
て
は
じ
め
て
進
化
論
が
成
功
す
る
、（
と
い
う
立
場
で
あ
る
）」

と
批
判
し
た
（
美
、
醇
、
善
と
は
、
真
、
善
、
美
と
い
う
プ
ラ
ト
ン

の
三
つ
の
イ
デ
ア
の
こ
と
で
あ
〉
41
〈

る
）。
章
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、

ヘ
ー
ゲ
ル
が
哲
学
的
に
支
持
し
て
い
る
「
進
歩
」
と
い
う
理
念
で
あ

る
。
章
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
歴
史
を
始
ま
り
も
あ
り
終
わ
り
も
あ

る
一
直
線
的
な
全
体
と
し
て
想
像
す
る
上
で
の
目
的
論
的
歴
史
哲
学

に
過
ぎ
な
い
、
と
看
破
し
た
。
む
し
ろ
物
事
は
背
反
す
る
二
つ
の
側

面
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
章
は
、「
も
し
道
徳
を

以
っ
て
言
え
ば
、
則
ち
善
も
進
化
し
悪
も
進
化
す
る
。
も
し
生
計
で

以
っ
て
言
え
ば
、
す
な
わ
ち
楽
も
進
化
し
、
苦
も
進
化
す
る
。
双
方

が
並
進
す
る
の
は
、
影
が
形
に
つ
き
随
い
、
魍も
う

魎り
ょ
う（
影
の
外
側
に

見
え
る
薄
い
影
）
が
（
人
の
）
影
を
追
う
の
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
に
あ
る
は
ず
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
前
）。
同
時
代
の

中
国
知
識
人
の
主
流
は
進
化
論
を
信
奉
し
て
い
た
が
、
章
炳
麟
は
進

化
の
両
面
を
見
て
お
り
、
先
覚
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
劉
師
培
の
「
蓋
し
文
と
言
が
合
一
す
れ
ば
、
則
ち
識

字
者
が
日
益
に
多
く
な
る
」
は
、
清
末
以
来
の
多
く
の
中
国
士
人
の

共
通
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
共
通
認
識
は
“
五
四
”
以
後
益
々
主
流

と
な
り
、
今
日
の
中
国
知
識
人
の
主
流
的
な
観
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
章
炳
麟
は
例
外
で
あ
っ
た
。
彼
か
ら
見
れ
ば
、
識
字
率
の

問
題
は
強
制
的
な
教
育
制
度
の
有
無
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
彼
は
「
象

形
文
字
（
漢
字
）
か
、
表
音
文
字
か
の
問
題
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
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い
〉
42
〈
る
。
こ
の
見
解
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
革
命
者
の
仲
間
で
あ
る
『
新
世

紀
』
同
人
の
言
語
文
字
観
を
批
判
す
る
文
脈
で
述
べ
ら
れ
た
言
葉
で

あ
る
。
パ
リ
で
編
輯
さ
れ
て
い
る
『
新
世
紀
』
同
人
の
言
語
観
は
、

例
え
ば
一
九
〇
八
年
二
月
二
九
日
『
新
世
紀
』
第
三
六
号
に
お
い
て

「
醒
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
作
者
が
「
続
万
国
新
語
之
進
歩
」
と

い
う
文
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。「
欧
美
文
明
が
発
達
し
て
数
十

年
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
中
国
が
今
に
至
っ
て
も
な
お

停
滞
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
原
因
を
極
め
れ
ば
、
実
に
文
字
が
野
蛮

で
あ
る
故
で
あ
る
。
吾
輩
は
今
日
に
急
起
し
て
直
追
し
よ
う
と
す
る

に
は
、
中
国
の
旧
文
字
を
廃
し
て
万
国
新
語
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）
を

取
ら
な
け
れ
ば
功
を
為
さ
な
い
」
と
述
べ
て
い
〉
43
〈

る
。
こ
の
よ
う
な
言

語
観
は
、
の
ち
に
『
新
青
年
』
時
期
の
章
太
炎
の
弟
子
で
あ
っ
た
銭

玄
同
（
一
八
八
七

－

一
九
三
九
）
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
〉
44
〈
た
。

　
再
度
、
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
劉
師
培
の
進
化
論
的
な
立
場

自
体
が
不
安
定
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
反
進
化
論
的
で
あ
る
方
が

普
通
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
右
の
引
用

と
同
じ
文
章
に
お
い
て
、
劉
は
先
秦
諸
子
の
文
こ
そ
が
「
後
世
文
章

の
祖
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
屈
原
の
楚
辞
は
憂
が
深
く
思
い
が
遠
い
。

そ
れ
は
上
に
は
風
雅
の
遺
を
承
り
、
下
に
は
詞
章
の
体
を
啓ひ
ら

く
。
こ

れ
も
中
国
の
文
章
の
祖
で
あ
る
」、
ま
た
「
周
末
諸
子
は
文
詞
の
美

を
以
て
後
世
の
保
持
を
得
て
流
伝
し
て
失
な
う
こ
と
は
な
い
」
と
述

べ
て
い
〉
45
〈

る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
彼
は
西
洋
の
「
文
学
」
概
念
に
対
し

て
拒
絶
的
で
あ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
一
九
一
七
年
に

劉
師
培
が
北
京
大
学
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
『
中
国
中
古
文
学

史
』
は
新
文
学
へ
の
批
判
の
意
思
を
込
め
て
、
中
古
（
漢
末
、
魏
、

晋
、
宋
、
斉
、
梁
、
陳
）
の
文
学
を
講
じ
る
文
学
史
論
著
で
あ
る
。

　
劉
師
培
の
文
学
の
考
え
を
総
括
的
に
纏
め
た
『
中
国
中
古
文
学

史
』
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
彼
が
「
概
論
」
第
一
節
で
、「
こ
の
一
節

は
儷
文
律
詩
こ
そ
諸
夏
（
中
国
）
独
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
今
、
外
域
文
学
と
競
り
長
け
る
た
め
に
、
唯
だ
斯
る
体

を
資
す
る
（
頼
り
に
す
る
）」
と
明
言
し
て
い
る
通
り
、
西
洋
由
来

の
新
し
い
「
文
学
」
概
念
と
の
対
抗
意
識
が
一
目
了
然
で
あ
る
。

「
概
論
」
の
第
二
節
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、「
文
の
訓
詁
を
申の

べ
明

し
、
偶
詞
（
対
偶
）
と
儷
語
（
駢
儷
文
）
で
な
け
れ
ば
、
文
と
言
う

に
足
ら
ぬ
こ
と
を
、
学
者
に
、
そ
の
名
を
顧
み
さ
せ
、
そ
の
義
を
思

わ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
章
炳
麟

の
「
文
学
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
論
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た

文
学
の
基
準
で
も
あ
る
が
、
後
述
し
た
い
。

　『
中
国
中
古
文
学
史
』
の
第
三
節
は
「
斉
、
梁
の
文
詞
が
律
を
以
て

進
む
こ
と
を
証
明
し
、
程
律
を
引
い
て
い
な
い
後
世
の
作
を
援
引
す

る
こ
と
で
、
上
の
斉
、
梁
を
薄か
る
んず
る
よ
う
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」（
程

律
：
格
律
）、
本
書
の
第
四
節
は
「
沈ち
ん

思し

翰か
ん

藻そ
う

、
文
が
律
に
背
か
な

い
の
を
証
明
し
、
帰
有
光
、
茅む

坤こ
ん

、
方ほ
う

苞ほ
う

、
姚よ
う

鼐だ
い

な
ど
の
よ
う
な
詩
文

を
華
に
し
て
実
ら
ぬ
と
い
う
理
由
で
訾そ
し

っ
て
い
る
の
は
い
け
な
い
」

（
翰
藻
：
詩
文
。
南
朝
の
梁
の
蕭
統
の
『
文
選
』「
序
」
に
お
け
る
「
事

は
沈
思
よ
り
出
で
、
義
は
翰
藻
に
帰
す
」
か
ら
の
言
葉
）
と
述
べ
て
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い
る
。
こ
れ
は
清
に
お
け
る
駢
文
と
散
文
に
つ
い
て
の
論
争
で
論
じ

ら
れ
た
散
文
側
（
桐
城
派
文
学
と
こ
れ
ら
の
文
学
者
が
影
響
を
受
け

て
い
る
明
の
文
学
者
で
あ
る
帰
有
光
、
茅
坤
）
の
文
学
を
指
し
て

言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
駢
儷
体
な
ど
の
よ
う
な
韻
文
の
み

を
「
文
」
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
桐
城
派
の
よ
う
に
唐
の
韓
愈
を

模
範
と
す
る
散
文
は
「
文
」
で
は
な
い
と
い
う
劉
師
培
の
考
え
方
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
章
炳
麟
と
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。

し
か
し
。
劉
師
培
は
本
書
の
第
五
節
で
「
六
朝
の
前
の
文
を
必
ず
研

読
す
べ
き
こ
と
を
明
か
す
」
と
述
べ
て
い
〉
46
〈

る
。「
六
朝
の
前
の
文
」
と

は
、
実
質
的
に
は
周
、
秦
、
漢
の
文
を
模
範
と
し
、
源
流
と
す
る
考
え

で
あ
る
。
劉
師
培
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
「
文
学
」
概
念
に
対
す
る

態
度
は
こ
こ
か
ら
も
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、
同
時
に
こ
こ
か
ら
彼
の

文
学
観
は
直
線
的
な
進
歩
主
義
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

六
　
清
末
の
「
文
学
」
討
論
と
明
治
日
本 

　
─
─「
東
文
体
」の
悩
み

　
章
太
炎
論
文
と
明
治
日
本
と
の
関
連
を
説
明
す
る
に
一
番
説
得
力

が
あ
る
の
は
、
そ
の
論
文
を
発
表
す
る
場
で
あ
っ
た
『
新
民
叢
報
』

の
編
集
部
が
横
浜
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
陸
胤
も
指
摘
し
た
通
〉
47
〈

り
、
章
太
炎
の
『
新
民
叢
報
』
論
文
が
言
及

し
た
日
本
語
著
作
は
四
種
も
あ
り
、
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
欧
文
書

は
三
種
で
あ
っ
た
が
、
章
太
炎
の
外
国
の
書
籍
に
対
す
る
理
解
は
、

彼
が
一
時
期
広
智
書
局
で
「
訳
稿
を
刪
〉
48
〈
潤
」
し
て
い
た
こ
と
に
関
係

が
あ
る
。

　
他
方
、も
う
一
つ
の
『
国
粋
学
報
』も
、
そ
の
名
前
は
西
洋
学
術
に

対
す
る
意
識
を
表
し
て
い
る
が
、
同
時
に
言
語
的
近
代
を
含
む
明
治

日
本
の
学
術（
い
わ
ゆ
る
東
学
）に
対
す
る
意
識
も
明
ら
か
に
示
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
『
国
粋
学
報
』の
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
黄
節
が
そ

の
「
国
粋
学
報
叙
」（『
国
粋
学
報
』乙
巳
第
一
号
、光
緒
三
十
一
年〈
一

九
〇
五
〉正
月
二
十
日
社
説
）に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
日
清
戦
争
の
失
敗
で（
中
国
の
士
人
が
）日
本
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ

れ
に（
日
本
と
中
国
は
）文
が
同
じ
く
地
理
的
に
も
近
く
感
情
も

合
い
、
そ
の
効
果
も
早
い
。
日
本
は
遂
に
泰
西
の
席
を
奪
っ
て
吾

が
師
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
日
本
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
る
。
嗚

呼
！
　
吾
が
学
を
亡
ぼ
す
者
は
泰
西
に
は
在
ら
ず
、
日
本
に
あ

り
！
　
な
ぜ
な
ら
、
日
本
と
吾
は
同
文
に
し
て
混
合
し
や
す
い
か

ら
で
あ
る
。
生
物
に
譬
え
て
い
え
ば
、
異
種
な
る
者
は
複
雑
さ
が

有
れ
ど
も
競
争
す
る
の
を
妨
げ
な
い
（
原
文
：
異
種
者
雖
有
複

雑
、無
害
競
争
）。し
か
し
同
種
に
し
て
異
類
で
あ
る
者
は
競
争
が

有
れ
ど
も
、往
往
に
し
て
同
化
さ
れ
や
す
い
。
泰
西
と
吾
は
異
種

な
る
者
で
あ
り
、日
本
と
吾
は
同
種
に
し
て
異
類
な
る
者
で
あ
〉
49
〈

る
。

　
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
こ
と
は
特
に
新
し
い
文
体
と
し
て
の
「
東
文

体
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
東
文
体
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
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れ
た
悩
み
は
、
こ
の
新
し
い
文
体
と
漢
語
文
言
文
と
が
似
て
非
な
る

同
異
で
あ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
東
文
体
」
と
は
清
末
民

初
に
お
い
て
多
少
揶
揄
的
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
明
治
期
の
学
術
書

物
や
新
聞
な
ど
に
お
け
る
主
流
の
文
体
で
あ
り
、
和
文
法
と
漢
文
法

と
を
折
衷
し
な
が
ら
新
造
語
を
多
用
す
る
文
体
と
で
も
定
義
で
き
よ

う
。「
東
文
体
」
は
戊
戌
変
法
前
後
の
中
国
士
人
に
強
い
影
響
を
与

え
て
い
る
（
梁
啓
超
が
そ
の
代
表
で
あ
る
）。

　
古
樸
な
文
体
を
貴
ぶ
者
に
と
っ
て
、
東
文
体
は
厄
介
な
存
在
で

あ
っ
た
。
こ
の
悩
み
は
む
し
ろ
同
文
の
悩
み
で
あ
り
、
率
直
に
言
え

ば
、
悩
み
は
そ
の
魅
力
と
新
鮮
さ
に
こ
そ
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
田
昌
司
に
よ
れ
ば
、
南
宋
の
呂
祖
謙
（
一
一
三
七

－

一
一
八
一
）

の
『
東
萊
博
議
』
や
、
謝
枋
得
（
一
二
二
六

－
一
二
八
九
）
の
『
文

章
規
範
』、
清
の
儒
者
唐
彪
（
一
六
四
〇

－
一
七
一
三
）
の
『
読
書

作
文
譜
』
な
ど
の
科
挙
の
た
め
の
啓
蒙
書
は
明
治
日
本
に
お
い
て
漢

文
愛
好
者
に
歓
迎
さ
れ
た
（
彼
は
こ
れ
ら
の
愛
好
者
を
「
文
化
遺

民
」
と
呼
ん
だ
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
籍
は
明
治
日
本
の
新
聞
の

論
説
文
体
に
影
響
を
与
え
た
。
従
っ
て
平
田
は
東
文
体
を
「
科
挙
言

語
」
と
西
洋
学
術
文
体
と
の
結
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
畸
変
形

態
」
で
あ
る
、
と
見
て
い
〉
50
〈

る
。
中
国
士
人
に
と
っ
て
、
清
末
の
桐
城

派
と
こ
れ
ら
の
科
挙
言
語
と
の
関
係
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
し
て
中
国
の
科
挙
言
語
が
混
ざ
っ
た
東
文
体
と
の
関
係
が
如

何
な
る
も
の
か
は
、
複
雑
で
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
深

入
り
で
き
な
い
が
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
他
方
、
陶
徳
民
は
、
桐

城
派
の
文
章
論
が
ど
の
よ
う
に
明
治
・
大
正
の
日
本
の
漢
学
者
、
例

え
ば
、
藤
野
海
南
、
安
野
重
繹
、
西
村
碩
園
な
ど
に
影
響
を
与
え
た

の
か
を
論
じ
て
い
〉
51
〈

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
清

朝
中
期
と
末
期
に
お
け
る
駢
文
と
散
文
（
桐
城
派
）
の
争
い
は
、
清

末
の
『
国
粋
学
報
』
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
東
文
体
に
対
す
る
嫌
悪

と
の
間
に
、
実
際
あ
る
種
の
関
連
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
漢
文
共
同
体
が
西
洋
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
悩
み
は
こ
の
意
味
に
お
い
て
同
文
の
悩
み
で
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
『
国
粋
学
報
』
創
刊
号
に
あ
る
「
略
例
」
に
お
い
て
、

「
本
報
の
撰
述
は
、
其
文
体
は
純
粋
に
国
文
の
文
体
を
使
い
、
淵え
ん

懿い

精
実
を
求
め
、
近
日
の
東
瀛
文
体
に
お
け
る
粗
浅
の
悪
習
を
務
め
て

一
洗
し
よ
う
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
乙
巳
第
一
号
、
光
緒
三
十

一
〉
52
〈

年
）。『
国
粋
学
報
』
同
人
の
「
東
文
体
」
に
対
す
る
嫌
悪
は
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
却
っ
て
東
文
体
の
巨
大
な
影
響
力
を
裏
返
し

に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
も
清
末
に
お
け
る
「
文
学
」

論
の
文
脈
と
し
て
念
頭
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

七
　『
国
粋
学
報
』
時
期
に
お
け
る
章
炳
麟
の 

「
文
学
」
定
義
・
範
囲
に
つ
い
て
の
変
化 

　
─
─
王
国
維
と
の
対
比
に
お
い
て

　
章
炳
麟
が
『
新
民
叢
報
』
の
論
文
に
お
い
て
、「「
緒
」
に
お
い
て
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曰
く
、「
雅が

に
爾ち
か

つ
く
、
以
て
古
に
お
い
て
観
る
。
小
く
辨わ
き
まえ
る
こ

と
を
取
ら
な
い
」。
こ
れ
を
文
学
と
謂
う
」
と
定
義
し
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
前
述
し
た
（
爾
雅
以
観
於
古
、
無
取
小
辯
、
謂
之
文

学
）。
し
か
し
、
一
九
〇
六
年
八
月
に
『
国
粋
学
報
』
で
三
期
に
分

け
て
連
載
さ
れ
た
「
文
学
論
略
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
定
義
が
次
の

よ
う
に
一
変
し
て
い
る
。「
何
を
以
っ
て
こ
れ
を
文
学
と
謂
う
の

か
。
文
字
が
竹
や
、
帛
に
著
さ
れ
る
の
を
以
っ
て
故
に
こ
れ
を
文
と

謂
う
。
其
の
法
式
を
論
じ
る
、
こ
れ
を
文
学
と
謂
う
」
と
述
べ
て

い
〉
53
〈

る
。「
竹
」
や
「
帛
」（
竹
簡
や
絹
布
）
に
著
す
も
の
、
す
な
わ
ち

紙
に
書
か
れ
た
文
字
を
「
文
」
と
称
し
、
そ
の
「
法
式
」
を
論
ず
る

こ
と
を
「
文
学
」
で
あ
る
、
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
、
章
は

「
文
」
を
「
句
読
の
な
い
文
」（
図
の
あ
る
書
、
表
、
譜
、「
簿
録
」

〈
物
事
の
記
録
、
典
籍
の
目
録
〉、「
算
草
」〈
ノ
ー
ト
や
紙
に
書
き
だ

し
た
も
の
〉）
と
、「
句
読
の
あ
る
文
」（
韻
の
あ
る
文
と
、
韻
の
な

い
文
）
と
に
分
け
ら
れ
る
と
主
張
し
、
こ
の
よ
う
な
定
義
で
も
っ
て

「
前
の
昭
明
（
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
）、
後
の
阮
元
の
持
論
は
辨
ず
る

に
足
ら
ず
。
最
後
の
一
説
に
つ
い
て
学
説
と
文
辞
が
対
立
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
規
模
は
や
や
博
い
と
雖
も
、
そ
の
失
は
惟
だ
彣
彰
を

以
っ
て
文
と
し
、
文
字
を
以
っ
て
文
と
し
な
い
。
故
に
学
説
の
よ
う

な
彣
で
な
い
者
は
悍
然
と
文
辞
の
外
に
斥
け
る
」
と
述
べ
て
い
〉
54
〈

る
。

　『
国
故
論
衡
』（
一
九
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
文
学
総
略
」
に

お
い
て
、
章
炳
麟
は
「
文
」
と
「
彣
」、「
章
」
と
「
彰
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
夫
れ
其
の
形け
い
し
つ質
を
命な
づ

け
て
は
文
と
曰い

い
、
其
の
華か

び美
を
状あ
ら
はし
て
は

彣ぶ
ん

と
曰
ふ
。
其
の
起き

止し

を
指
せ
ば
章し
ょ
うと

曰
い
、
其
の
素
絢
を
道
べ

れ
ば
彰し
ょ
うと

曰
ふ
。
凡
そ
彣
な
る
も
の
は
必
ず
皆み
な

文
を
成
す
が
、
凡

そ
文
を
成
す
も
の
皆み
な

彣ぶ
ん

を
成
す
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
が
故
に
文
学
を

榷は
か

り
論
じ
る
は
、文
字
を
以
て
準
と
し
、彣ぶ
ん

彰し
ょ
うを

以
て
準
と
せ
〉
55
〈

ず
。

　
こ
の
討
論
は
韻
文
の
み
を
「
文
」
と
す
る
阮
元
、
劉
師
培
を
批
判

す
る
文
脈
に
あ
る
。『
新
民
叢
報
』
論
文
（
一
九
〇
二
年
）
に
お
け

る
章
の
「
文
学
」
定
義
と
比
べ
て
、『
国
粋
学
報
』
論
文
（
一
九
〇

六
年
）（
ま
た
は
『
国
故
論
衡
』
論
文
、
一
九
一
〇
年
）
の
変
化
の

特
徴
は
、
ま
ず
そ
の
「
文
学
」
定
義
は
小
学
に
基
づ
き
な
が
ら
も

「
字
」「
詞
」
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
で
あ
る

が
ゆ
え
に
簡
潔
で
あ
り
な
が
ら
も
、
拡
張
し
て
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
、
表
や
、
譜
、
典
籍
の
目
録
、
視
覚
的
図
像
な
ど
を
も
包
括
し
て

い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
た
だ
、
興
味
深
い
こ
と
は
、
章
炳
麟
は
『
新
民
叢
報
』
論
文
に
お

い
て
明
治
期
の
小
説
家
、
翻
訳
家
で
あ
る
渋
江
保
（
一
八
五
七

－

一

九
三
〇
）
の
『
希
臘
羅
馬
文
学
史
』（
東
京
：
博
文
館
、
一
八
九
一

年
）
に
お
け
る
「
文
学
」
の
範
囲
に
言
及
し
た
点
で
あ
る
。
章
に
よ

れ
ば
、
渋
江
の
本
に
あ
る
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
文
学
」
の
範
囲
に
つ
い

て
、「
世
は
希
臘
文
学
が
自
然
で
あ
り
発
達
し
て
い
る
こ
と
と
謂
っ

て
い
る
が
、
そ
の
秩
序
を
観
れ
ば
、
一
年
の
気
候
と
似
て
い
る
。
梅

花
が
先
に
発
し
、
次
に
桜
花
に
及
び
、
桃
の
実
が
先
に
熟
し
て
、
次
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に
柿
の
実
に
及
ぶ
。
故
に
韻
文
が
完
全
に
具
え
、
そ
う
し
て
後
に
散

文
が
あ
る
。
史
詩
は
そ
の
功
が
善
く
、
そ
う
し
て
後
に
戯
曲
が
あ

る
。（
渋
江
保
『
希
臘
羅
馬
文
学
史
』
を
見
よ
。）
韻
文
が
史
詩
よ
り

先
立
ち
、
次
に
楽
府
、
後
に
戯
曲
で
あ
る
。
散
文
が
歴
史
、
哲
学
よ

り
先
立
ち
、
後
に
演
説
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
〉
56
〈

る
。
す
な
わ
ち
、
章

炳
麟
が
文
学
の
範
囲
を
極
端
な
ほ
ど
広
く
ひ
ろ
げ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
戯
曲
を
そ
の
外
に
排
除
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
対
比
し
て

み
る
と
わ
か
る
。

　
一
方
、
ほ
ぼ
章
炳
麟
の
『
国
粋
学
報
』
論
文
と
同
じ
年
に
発
表
さ

れ
た
王
国
維
（
一
八
七
七

－

一
九
二
七
）
の
「
文
学
小
言
」
に
お
け

る
文
学
観
は
、
章
炳
麟
の
そ
れ
と
最
も
対
照
的
で
あ
る
（『
教
育
世

界
』
総
一
三
九
号
、
一
九
〇
六
年
）。
王
国
維
は
、「
食
べ
る
た
め
の

文
学
は
絶
対
文
学
で
は
な
い
」（「
餔
餟
的
文
学
、
絶
非
文
学
」）
と

述
べ
、「
文
学
な
る
者
、
遊
戯
の
事
業
な
り
」、「
文
学
の
中
に
二
つ

の
原
質
が
あ
り
。
曰
く
景
、
曰
く
情
、
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
「
吾
人
が
謂
う
戯
曲
小
説
家
と
は
専
門
の
詩
人
で
あ
り
、
文

学
を
以
て
職
業
と
す
る
者
を
謂
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
学
を

以
て
職
業
と
す
る
は
、
食
う
た
め
の
文
学
で
あ
る
。
職
業
の
文
学
者

は
、
文
学
を
生
活
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
専
門
の
文
学
家
は
文
学
の

た
め
に
生
活
す
る
も
の
で
あ
〉
57
〈

る
」。
戯
曲
が
「
文
学
」
の
重
要
な
内

容
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
王
国
維
は
そ
の
『
宋
元
戯
曲

考
』
に
お
い
て
「
元
の
曲
」
が
「
一
代
の
文
学
」
と
明
言
し
て
い
〉
58
〈

る
。

王
国
維
の
こ
の
時
の
「
文
学
」
概
念
及
び
「
文
学
」
観
は
、
明
ら
か

に
明
治
日
本
を
介
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
戯
曲

を
「
文
学
」
の
一
部
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
が
そ
の
一
で
あ
る
。

「
文
学
小
言
」
に
お
い
て
「
純
文
学
」
と
「
餔
餟
的
文
学
」（
食
べ
る
た

め
の
文
学
）
と
を
対
立
さ
せ
た
の
は
そ
の
二
で
あ
る
。「（
純
）
文

学
」
と
い
う
観
念
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
観
念
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
美
を
極
端
に
高
揚
す
る
点
に
お
い
て
ド
イ
ツ
浪
漫
派
的
影
響
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
彼
の
京
都
大
学
で
の
経
験
と
無
関
係

で
は
な
か
ろ
う
。

　
章
炳
麟
が
戯
曲
を
「
文
学
」
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
つ
の

欠
陥
で
あ
り
遺
憾
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
清
中
国
の
社

会
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
総
合
的
な
芸
術
的
文
学
的
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
の
戯
曲
ほ
ど
郷
里
の
自
治
社
会
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
ジ
ャ
ン
ル
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
も
彼
の

「
爾
雅
」
ま
た
は
文
学
が
小
学
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え

と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、
関
わ
り
が
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。

八
　
章
炳
麟
の
「
文
学
」
と
そ
の
中
国
学
術
史
的
関
心

及
び
「
文
学
復
古
」
と
の
関
連

　
章
炳
麟
の
『
国
粋
学
報
』
で
の
連
載
で
あ
る
「
文
学
論
略
」
の
意

図
に
つ
い
て
、
劉
師
培
が
「
韻
が
あ
る
の
み
を
文
と
す
る
」
と
い
う

阮
元
の
立
論
を
踏
襲
し
た
こ
と
を
論
駁
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
と
い
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う
先
行
研
究
が
あ
〉
59
〈
る
。
た
し
か
に
章
炳
麟
の
『
国
粋
学
報
』
の
論
文

の
観
点
は
、
劉
師
培
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
劉
師
培

は
そ
の
「
文
章
源
始
」
に
お
い
て
清
の
儒
者
阮
元
の
主
張
す
る

「
文
」
と
「
筆
」
の
区
分
を
再
び
清
末
の
文
脈
に
お
い
て
提
起
し
、

「
有
韻
者
文
、
無
韻
者
筆
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
昭
明
太
子
の

『
文
選
』
派
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
沈
思
翰
藻
を
以
て
文
と
す

る
」
と
い
う
主
張
に
遡
れ
る
が
、
劉
師
培
は
よ
り
進
め
て
「
是
は
則

ち
文
な
る
者
は
経
、
史
、
諸
子
の
外
に
別
に
一
体
を
為
す
者
也
」
と

ま
で
定
義
し
〉
60
〈

た
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
劉
師
培
の
「
論
文
雑
記
」

及
び
そ
の
後
の
『
中
国
中
古
文
学
史
』（
一
九
一
七
年
）
に
お
い
て

よ
り
系
統
的
に
展
開
さ
れ
た
。

　
阮
元
は
蕭
統
の
見
に
基
づ
き
、「
必
ず
沈
思
翰
藻
、
是
を
文
と
名

付
け
る
」
と
述
べ
、「
昭
明
が
選
ぶ
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
文
と
名
く
。

蓋
し
必
ず
文
、
而
し
て
後
に
選
ぶ
也
。
文
に
非
ら
ざ
る
は
則
ち
選
ば

ざ
る
也
。
経
也
、
子
也
、
史
也
、
み
な
専
ら
文
と
名
か
ざ
る
べ
か
ら

ず
也
」
と
述
べ
て
い
る
（「
書
梁
昭
明
太
子
文
選
序
〉
61
〈

後
」）。
阮
元
の

基
準
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
文
」
と
は
「
務
め
て
音
を
協か
な

え
て
以

て
韻
を
成
す
」
も
の
で
あ
る
（「
文
言
〉
62
〈

説
」）。
劉
師
培
の
見
解
は
阮

元
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
年
間
の
牢
獄
を
経
て
釈
放

後
、
東
京
に
あ
る
革
命
の
本
部
に
迎
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
章
炳
麟

は
、
劉
師
培
の
名
こ
そ
触
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
〇
六
年
八
月
に

『
国
粋
学
報
』
に
お
い
て
「
文
学
論
略
」
を
連
載
し
た
。
こ
れ
は
劉

師
培
を
論
駁
し
た
文
章
で
あ
る
と
見
て
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
事
実
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
ず
、
劉
師
培

が
文
章
を
掲
載
す
る
前
の
一
九
〇
二
年
に
、
章
炳
麟
は
「
文
学
説

例
」
第
十
五
号
に
お
い
て
「『
文
選
』
は
口
説
（
口
語
的
文
体
）
を

選
ば
ず
、
こ
れ
は
後
の
人
が
法の
っ
とる
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
〉
63
〈

る
。

こ
の
言
葉
は
主
に
は
文
に
と
っ
て
口
語
的
文
体
の
欠
点
を
強
調
す
る

文
脈
に
あ
る
。
こ
れ
は
直
接
「
文
学
」
の
定
義
・
範
囲
を
め
ぐ
る
討

論
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
劉
師
培
の
論
文
よ
り
だ
い
ぶ
前
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
る

と
い
う
事
実
を
見
れ
ば
、
章
太
炎
の
論
文
は
単
に
論
争
す
る
た
め
の

も
の
で
な
い
こ
と
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　
次
に
、
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
が
章
炳
麟
に
お
け
る
目
録
学

的
な
視
点
か
ら
の
中
国
学
術
史
の
と
ら
え
直
し
に
関
わ
っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
紙
幅
に
よ
り
別
の
機
会
に
単
独
の

問
題
と
し
て
扱
い
た
い
の
で
、
簡
単
に
触
れ
る
に
止
め
た
い
。

　
す
な
わ
ち
章
炳
麟
の
「
文
学
」
定
義
・
範
囲
に
つ
い
て
の
討
論

が
、
中
国
文
学
の
最
大
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
え
言
え
る
韻
文
の
伝
統

を
相
対
化
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
彼
の
拡
張
さ
れ
た
「
文
学
」

概
念
は
、
彼
の
学
術
史
、
す
な
わ
ち
彼
の
い
う
意
味
で
の
「
文
学
」

史
の
捉
え
直
し
と
い
う
関
心
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
し
て
い

た
。
同
時
に
、
美
（
情
）
と
倫
理
（
政
治
）
と
が
不
可
分
な
関
係
に
あ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
文
学
」
観
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
意
義
を

有
し
て
い
た
。
美
と
倫
理
ま
た
は
文
と
質
と
が
不
可
分
な
均
衡
関
係

に
あ
る
と
い
う
彼
の
「
文
学
」
観
は
、
彼
に
お
け
る
「
表
象
の
病
」
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に
対
す
る
批
判
に
も
つ
な
が
っ
て
い
〉
64
〈
る
。

　
章
炳
麟
の
『
国
故
論
衡
』（
一
九
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
文

学
総
略
」
な
ど
の
「
中
巻
」
の
論
文
は
、
目
録
学
的
見
地
か
ら
「
文
」

と
「
史
」
と
の
関
係
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
清
の
儒
者
章
学
誠

（
一
七
三
八

－

一
八
〇
一
）
の
『
文
史
通
義
』（
一
八
三
二
年
刊
行
）

な
ど
の
著
作
と
対
話
関
係
に
あ
る
学
術
史
的
な
も
の
で
あ
る
。
簡
単

に
言
え
ば
、
章
炳
麟
は
章
学
誠
と
同
様
に
、
隋
以
来
始
め
ら
れ
、
清

の
史
上
最
大
の
叢
書
編
纂
事
業
で
あ
る
『
四
庫
全
書
』
に
お
い
て
頂

点
に
達
し
た
図
書
の
四
部
分
類
（
経
部
、
史
部
、
子
部
、
集
部
）
に
対

し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
章
炳
麟
は
四
部
の

な
か
の
「
集
部
」
の
分
類
法
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、『
七
略
』

の
分
類
法
を
主
張
し
た
。『
七
略
』
と
は
前
漢
の
劉
向
・
劉
歆
父
子

が
主
張
す
る
七
個
の
書
目
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
六
部
法
」

（
六
芸
略
、
諸
子
略
、
詩
賦
略
、
兵
書
略
、
術
数
略
、
方
技
略
）、
及

び
総
序
に
あ
た
る
「
輯
略
」
で
あ
〉
65
〈

る
。『
漢
書
』「
芸
文
志
」
は
こ
の

七
略
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
が
章
炳
麟
の
意
味
し
て
い
る
「
文
」

の
根
幹
で
あ
る
。
章
炳
麟
は
「
文
学
」
に
関
し
て
「
四
部
」
分
類
法

の
書
籍
は
こ
と
ご
と
く
「
文
」
で
あ
り
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
、「
集
部
」
の
み
が
「
文
」
で
あ
る
と
い
う
観
点
を
取
っ

て
い
な
い
。
章
炳
麟
に
と
っ
て
、
経
・
子
の
「
文
」
こ
そ
、
千
古
の

高
文
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
章
炳
麟
の
「
文
学
」
が
戯
曲
を
包
括
し
て

い
な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
文
字
、
そ
し
て

『
七
略
』
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
章
炳
麟
の
学
術
史
的
関
心
は
同
時
に
「
文
学
復
古
」
と
い

う
関
心
と
も
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
文
学
復
古
」

の
問
題
は
彼
に
お
け
る
革
命
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

章
炳
麟
の
い
う
「
文
学
復
古
」
と
は
翻
訳
語
と
関
係
が
あ
る
。
鄭
師

渠
が
指
摘
し
た
通
り
、
一
八
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
沈
毅
和
の
『
西

史
匯
函
続
・
欧
洲
史
略
』
に
お
い
てthe R

enaissance

を
「
古
学
復

興
」
と
翻
訳
し
〉
66
〈

た
。
羅
志
田
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
文
学
復
古
」

「
文
学
復
興
」「
古
典
興
復
」「
古
学
復
興
」
な
ど
は
、
み
な
今
日
の

中
国
語
の
「
文
芸
復
興
」
の
訳
で
あ
〉
67
〈

る
。
章
炳
麟
の
「
宗
教
」
の
再

構
築
、
特
に
仏
教
の
再
構
築
は
、
革
命
の
問
題
に
直
接
関
わ
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
も
彼
に
お
け
る
「
文
学
復
古
」
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。

古
典
学
術
、
文
学
を
含
む
文
化
、
政
治
に
対
す
る
批
判
的
再
構
築
と

復
興
が
、
章
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
筆
者
が
い
う
章
炳
麟
の

「“
復
古
的
”
新
文
化
運
動
」
の
含
意
で
あ
〉
68
〈

る
。

　
文
学
復
古
の
思
想
は
章
炳
麟
の
著
作
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る

が
、
し
か
し
こ
の
考
え
が
自
覚
的
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
現
実
的
に

革
命
を
選
ぶ
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
九
〇
〇
年
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。「
文
学
復
古
」
と
い
う
言
い
方
そ
の
も
の
が
最
初
に
現
れ

た
の
は
、
一
九
〇
六
年
以
後
で
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
彼
が
「
東
京

留
学
生
歓
迎
会
演
説
辞
」（
一
九
〇
六
年
七
月
一
五
日
）
に
お
い

て
、「
惜
し
い
こ
と
に
小
学
が
日
に
日
に
衰
え
、
文
章
も
見
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
も
し
小
学
を
提
倡
し
て
文
学
復
古
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
の
愛
国
保
種
の
力
量
は
偉
大
な
も
の
と
な
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る
に
ち
が
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
〉
69
〈
る
。
ま
た
、
同
じ
年
の
「
革
命
道

徳
説
」
に
お
い
て
も
「
か
の
イ
タ
リ
ア
の
中
興
も
文
学
復
古
が
先
導

と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
漢
学
も
同
じ
は
た
ら
き
を
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
民
族
に
と
っ
て
も
益
こ
そ
あ
れ
、
損
は
な
い
も
の
〉
70
〈

だ
」。
こ
の

意
味
に
お
い
て
、
彼
の
「
文
学
復
古
」
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
の
影

響
の
下
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
文
学
復
古
」
思
想
が
ま
だ
そ
こ
ま

で
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
一
九
〇
二
年
の
『
新
民
叢
報
』
論
文
と
一
九

〇
四
年
の
『
訄
書
』
重
刻
本
の
収
録
論
文
に
お
い
て
、
章
炳
麟
は
ま

だ
小
学
を
基
と
し
な
が
ら
、
字
や
詞
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
「
文
学
」

を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
文
学
復
古
の
思
想
が
自
覚
さ
れ
た
一

九
〇
六
年
の
『
国
粋
学
報
』
時
期
に
な
る
と
、
彼
は
す
で
に
「
文

学
」
を
学
術
史
の
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
文
献
を
包

括
さ
せ
、
そ
れ
を
革
命
の
問
題
と
結
合
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

九
　
韻
文
伝
統
の
解
体
者
と
し
て
の
章
炳
麟 

　
─
─「
五
・
四
」白
話
文
運
動
の 

　
　
　 

不
意
な
る
準
備
者
の
一
人

　
白
話
文
小
説
を
中
心
と
す
る
翻
訳
概
念
と
し
て
の
「
文
学
」
と
比

較
す
れ
ば
、
章
炳
麟
の
「
文
学
」
の
範
囲
は
遥
か
に
広
く
大
き
い
。

章
炳
麟
よ
り
狭
い
概
念
で
「
文
学
」
を
用
い
た
の
は
、
阮
元
、
劉
師

培
の
論
で
あ
る
、
韻
が
あ
る
も
の
の
み
を
「
文
」
と
す
る
文
学
観
で

あ
る
。
し
か
し
、
他
方
、
章
炳
麟
は
竹
や
帛
に
書
か
れ
た
す
べ
て
の

文
字
を
「
文
」
と
す
る
の
で
、
不
本
意
な
が
ら
、
前
近
代
中
国
の
文

学
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
韻
文
の
伝
統
を
解
体
す
る
の
に
一
助
が

あ
っ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
不
本
意
に
も
章
の
「
文
学
」
観
は

「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
翻
訳
概
念
と
し
て

の
「
文
学
」
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
章
は
彼
ら
に
一
助
が
あ
っ

た
、
と
も
言
え
る
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
、
劉
師
培
の
「
文
学
」

観
と
「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
世
代
の
文
学
観
と
は
真
向
か
ら
対
立

し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
章
炳
麟
の
「
文
」
は
、
学
説
、
歴

史
、
公
牘
、
典
章
、
雑
文
、
小
説
な
ど
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
新
文

学
運
動
の
「
文
学
」
観
に
お
け
る
小
説
重
視
の
理
念
と
は
矛
盾
し
て

い
な
い
（
も
ち
ろ
ん
章
の
「
小
説
」
と
「
五
・
四
」
世
代
の
そ
れ
と

は
実
際
違
う
が
）。
ま
た
、
王
国
維
の
「
文
学
」
概
念
は
明
治
日
本

を
経
た
西
洋
の
「
文
学
」
概
念
の
影
響
下
に
あ
る
が
、
王
国
維
の
よ

う
に
章
炳
麟
が
戯
曲
を
「
文
学
」
の
範
囲
に
入
れ
て
い
な
い
点
は
欠

陥
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
章
炳
麟
の
基
準
で
言
え

ば
、
少
な
く
と
も
劇
本
は
「
文
学
」
で
あ
る
（
彼
は
劇
本
に
つ
い
て

言
及
す
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
）。

　
新
文
学
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
魯
迅
は
、
複
数
の
場
面
に
お
い
て

劉
師
培
の
『
中
国
中
古
文
学
史
』
を
激
賞
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
〉
71
〈

る
。
し
か
し
、
韻
文
の
み
を
「
文
」
と
す
る
本
書
を
新
文

学
の
旗
手
で
あ
る
魯
迅
が
激
賞
し
て
い
る
こ
と
は
、
興
味
深
く
不
可

解
で
あ
る
。
こ
の
魯
迅
こ
そ
若
い
人
た
ち
に
「
中
国
の
書
籍
」
を
で

き
れ
ば
読
ま
な
い
で
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〉
72
〈

。。
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さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
魯
迅
が
漢
末
、
魏
、
晋
、
宋
、
斉
、
梁
、

陳
の
文
学
を
激
賞
し
て
い
る
の
も
多
少
章
炳
麟
の
影
響
が
あ
る
。
少

な
く
と
も
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
九
年
の
期
間
に
お
い
て
、
魯
迅

の
書
い
た
も
の
に
章
炳
麟
か
ら
の
影
響
が
濃
厚
に
見
ら
れ
〉
73
〈

る
。
章
炳

麟
は
文
が
漢
魏
を
追
う
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
劉
師
培
も
こ
の
点
は

同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
点
で
は
魯
迅
の
劉
師
培
に
対
す
る
称

揚
は
矛
盾
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
前

後
の
魯
迅
の
古
典
文
化
に
対
す
る
伝
統
が
如
何
に
複
雑
な
も
の
で
あ

る
か
が
窺
い
知
れ
る
。

　
章
炳
麟
の
「
文
学
」
を
め
ぐ
る
討
論
は
、
彼
を
し
て
中
国
文
学
の

強
靭
な
韻
文
伝
統
に
対
す
る
有
力
な
解
体
者
に
さ
せ
た
だ
け
で
な

く
、
彼
を
し
て
中
国
の
強
靭
な
経
学
伝
統
に
対
す
る
有
力
な
解
体
者

に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
「
文
学
」
は
同
時
に
目
録

学
の
視
点
に
お
け
る
学
術
史
で
も
あ
る
の
で
、
清
の
儒
者
章
学
誠
の

「
六
経
皆
史
」
に
通
じ
る
章
炳
麟
の
立
場
は
、
六
つ
の
経
を
「
歴
史

的
文
献
」
に
下
降
さ
せ
た
だ
け
で
な
〉
74
〈

く
、
彼
の
定
義
に
あ
る
「
文

学
」
に
も
下
降
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な

視
点
か
ら
は
、
孔
子
は
六
つ
の
経
の
作
者
で
は
な
く
、
編
集
者
に
格

下
げ
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
章
炳
麟
の
理
論
は
「
五
・
四
」
新
文
化

運
動
の
若
い
世
代
の
た
め
に
、
ま
た
近
代
的
な
歴
史
学
の
到
来
の
た

め
に
も
、
近
代
的
な
「
文
学
」
の
到
来
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
「
孔

家
店
を
打
倒
せ
よ
」
と
い
う
「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
の
伝
統
否
定

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
高
揚
の
た
め
に
も
、
全
く
不
本
意
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
準
備
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
〉
75
〈
る
。
章
炳
麟
と
「
五
・

四
」
新
文
化
世
代
と
の
複
雑
な
関
係
は
こ
こ
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
で

あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
異
な
る
場
に
お
い
て
、
鄭
毓
瑜
氏

（
中
国
文
学
）、
陸
胤
氏
（
中
国
文
学
）、
張
猛
氏
（
漢
語
史
）、
王
瑞

來
氏
（
漢
語
文
献
学
）、
陳
雪
虎
氏
（
中
国
文
学
）、
森
岡
由
紀
子
氏

（
中
国
文
学
）
の
諸
氏
か
ら
示
唆
さ
れ
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

文
責
は
自
分
に
あ
る
が
合
わ
せ
て
感
謝
し
た
い
。

注〈
1
〉 

「
籌
議
海
防
摺
」『
李
鴻
章
全
集
』
第
二
巻
、
海
口
：
海
南
出
版

社
、
一
九
九
七
年
、
八
二
五
頁
。

〈
2
〉 

『
左
庵
外
集
』
巻
六
、『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』
下
巻
、
江
蘇
古
籍

出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
四
〇

－

一
四
四
二
頁
。

〈
3
〉 

朱
維
錚
「
前
言
」『
章
太
炎
全
集
』
第
三
巻
、
上
海
人
民
出
版

社
、
一
九
八
四
年
、
六

－

八
頁
。

〈
4
〉 

例
え
ば
、
周
勛
初
「
黄
季
剛
先
生
『
文
心
雕
龍
』
的
学
術
淵

源
」
黄
侃
『
文
心
雕
龍
札
記
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
所

収
。
周
論
文
は
黄
侃
の
『
札
記
』
を
劉
師
培
と
章
炳
麟
と
の
間
の
論

争
に
返
答
す
る
著
書
と
し
て
見
て
い
る
。
王
風
も
劉
師
培
と
章
炳
麟

と
の
間
の
複
雑
な
対
話
関
係
、
な
い
し
論
争
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
。
王
風
『
世
運
推
移
與
文
章
興
替
│
│
中
国
近
代
文
学
論



49──章炳麟とその周辺の「文学」概念

集
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
六
一

－

七
八
頁
。

〈
5
〉 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
林
少
陽
「
近
代
中
国
の
誤
読
し
た
「
明

治
」と
不
在
の
「
江
戸
」│
│
漢
字
圏
の
二
つ
の
言
文
一
致
運
動
と
の

関
連
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
も
う
一
つ
の
日
本
文
学
史
』
勉

誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
二
一
八

－

二
三
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
6
〉 

以
下
の
資
料
を
参
照
し
た
。「
国
語
施
策
年
表
」
日
本
文
化
庁

『
国
語
施
策
百
年
史
』
二
〇
〇
六
年
、
九
二
〇

－

九
三
七
頁
、
服
部

隆
「
言
文
一
致
の
歴
史
」
飛
田
良
文
編
『
言
文
一
致
運
動
』
明
治
書

院
、
二
〇
〇
四
年
。

〈
7
〉 

木
下
真
弘
『
維
新
旧
幕
比
較
論
』
宮
地
正
人
校
注
、
岩
波
書

店
、
二
〇
一
八
年
、
二
三

－

二
四
頁
。

〈
8
〉 

『
夏
目
漱
石
全
集 

14 

文
学
論
』「
序
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
五

年
、
七

－

八
頁
。

〈
9
〉 

林
少
陽
「
漱
石
と
中
国
文
学
」
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
日
本
文

学
国
際
会
議
実
行
委
員
会
編
『
生
誕
百
五
十
年
│
│
世
界
文
学
と
し

て
の
夏
目
漱
石
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
七
一

－

九
二
頁
。
厳

密
な
意
味
で
は
こ
の
論
文
の
標
題
の
「
中
国
文
学
」
は
括
弧
を
付
け

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漱
石
が
『
木
屑
録
』
を
書
い
た

時
期
に
近
代
的
な
意
味
で
の
「
中
国
文
学
」
概
念
が
ま
だ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

〈
10
〉 

夏
目
漱
石
「
思
ひ
出
す
事
な
ど
」『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。

〈
11
〉 

中
村
光
夫
「
漱
石
・
鷗
外
と
漢
文
学
」
日
本
近
代
文
学
館
編

『
現
代
文
学
と
古
典
』
一
九
七
〇
年
、
四
八
頁
。

〈
12
〉 

明
治
日
本
の
中
国
文
学
資
料
に
つ
い
て
和
田
秀
信
の
整
理
が
あ

る
（
和
田
英
信
「
明
治
期
刊
行
の
中
国
文
学
史
」
川
合
康
三
編
『
中

国
の
文
学
史
観
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）。
日
中
文
学
史
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戴
燕
『
文
学
史

的
権
力
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
四

－

三
六
頁
、
齋

藤
希
史
『
漢
文
脈
の
近
代
│
│
清
末
＝
明
治
の
文
学
圏
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
第
一
章
、
な
ど
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

思
想
と
明
治
日
本
・
近
代
中
国
の
文
学
史
叙
述
と
の
関
係
、
日
本
の

国
史
と
文
学
史
叙
述
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Lin 

Shaoyang, 
“ M

aking N
ational H

istory with Literary H
istory: H

egel’ s Influ-
ence via Taine on M

eiji Japan and the Late Q
ing and E

arly 
R

epublican C
hina,”  Frontier of Literary Studies in China , 2015 , 

9  (2 ): 160 ‒189

、
陳
廣
宏
『
中
国
文
学
史
的
成
立
』
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
一
六
年
、
一

－

二
二
五
頁
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
13
〉 

章
氏
学
（
章
炳
麟
）「
文
学
説
例
」『
新
民
叢
報
』
第
五
号
、
一

九
〇
二
年
四
月
八
日
、
七
五
頁
。

〈
14
〉 

同
右
。

〈
15
〉 

陸
胤
「“
爾
雅
以
観
於
古
”│
│
東
西
知
識
網
絡
中
的
章
炳
麟

「
文
学
説
例
」」『
文
匯
報
』
二
〇
一
八
年
一
月
五
日
。
手
稿
はhttp://

w
ap.council.artron.net/bigpic.php?A

rtC
ode =

art0070880688 
&

flag =2

で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
二
〇
一
八
年
一
二
月

二
日
ア
ク
セ
ス
）。
こ
の
ア
ド
レ
ス
も
陸
論
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
16
〉 
『
重
刊
宋
本
爾
雅
注
疏
』（
嘉
慶
二
十
年
）、『
十
三
経
註
疏
／
論

語
、
孝
経
、
爾
雅
、
孟
子
』
中
文
出
版
社
復
刻
本
、
一
九
七
四
年
、

五
五
七
六
頁
。
翻
訳
は
引
用
者
に
よ
る
。

〈
17
〉 

訓
読
は
栗
原
圭
介
訳
注
『
大
戴
礼
記
』
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
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書
院
、
一
九
九
一
年
、
四
五
四
頁
に
よ
る
。
訓
読
を
少
し
調
整
し
た
。

〈
18
〉 
『
姉
崎
正
治
著
作
集 

６ 

宗
教
学
概
論
』
国
書
刊
行
会
、
一
九

八
二
年
、
三
一
八
、
四
五
七

－

四
五
八
頁
。
強
調
は
原
作
者
。
た
だ

し
常
用
漢
字
に
直
し
た
。

〈
19
〉 

章
炳
麟
と
姉
崎
正
治
、
マ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て

最
初
に
研
究
し
た
の
は
小
林
武
で
あ
る
。
小
林
『
章
炳
麟
と
明
治
思

潮
│
│
も
う
一
つ
の
近
代
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
、
七
〇

－
八

九
頁
。
章
炳
麟
に
お
け
る
「
表
象
主
義
」
と
「
引
申
」
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
林
少
陽
『「
修
辞
」
と
い
う
思
想
│
│
章
炳
麟
と
漢
字

圏
の
言
語
論
的
批
評
理
論
』（
白
澤
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
五
九

－

一
七
〇
頁
。
彭
春
凌
「
章
炳
麟
対
姉
崎
正
治
宗
教
学
思
想
的
揚
棄
」

（『
歴
史
研
究
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
20
〉 

前
掲
、
章
氏
学
（
章
炳
麟
）「
文
学
説
例
」『
新
民
叢
報
』
第
五

号
、
七
八
頁
。

〈
21
〉 

同
右
、
七
五
頁
。

〈
22
〉 

秦
の
李
斯
（
？

－

前
二
一
〇
）『
倉
頡
篇
』、
趙
高
（
？

－

前
二

〇
七
）
の
『
爰
歴
篇
』、
胡
母
敬
の
『
博
学
篇
』
は
漢
代
に
な
る
と

合
わ
せ
て
『
倉
頡
篇
』
と
呼
ぶ
。
班
固
『
漢
書
』「
芸
文
志
」、『
漢

書
』
第
六
冊
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
二
一
頁
。

翻
訳
は
引
用
者
に
よ
る
。

〈
23
〉 

同
右
。

〈
24
〉 

章
氏
学
（
章
炳
麟
）「
文
学
説
例
」『
新
民
叢
報
』
第
九
号
、
一

九
〇
二
年
六
月
六
日
、
六
六
頁
。

〈
25
〉 

同
右
、
六
七
頁
。

〈
26
〉 

『
重
刊
宋
本
毛
詩
注
疏
』（
嘉
慶
二
十
年
）、『
十
三
経
註
疏
／
詩

経
』
中
文
出
版
社
復
刻
本
、
一
九
七
四
年
、
五
六
八
頁
。
翻
訳
は
引

用
者
に
よ
る
。

〈
27
〉 

同
右
。

〈
28
〉 Stephen 

O
wen, 

R
eading 

in 
Chinese 

Literary Thought , 
C

am
bridge, M

assachusetts and London: the C
ouncil on E

ast 
A

sian Studies, H
arvard U

niversity Press, 1992 , p. 49 .

〈
29
〉 

前
掲
『
重
刊
宋
本
毛
詩
注
疏
』
五
六
六
頁
。

〈
30
〉 

馬
瑞
辰
『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』
上
、
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇

八
年
、
一
〇
頁
。

〈
31
〉 

前
掲
、
陸
胤
「“
爾
雅
以
観
於
古
”│
│
東
西
知
識
網
絡
中
的

章
炳
麟
「
文
学
説
例
」」。
章
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

　
知
爾
雅
之
為
近
正
、
明
民
之
以
共
財
。
奇
恒
今
古
、
視
若
遊
塵
、

取
捨
不
同
、
惟
其
弔
当
。
斯
則
華
士
謏
聞
、
鄙
夫
翫
習
、
其
皆
有
所

底
止
乎
？

 

　
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
語
彙
的
な
レ
ベ
ル
の
解
釈
を
付
け
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。「
遊
塵
」：
浮
塵
の
こ
と
で
あ
る
の
で
下
品
で
あ
り

卑
し
い
こ
と
を
喩
え
る
。「
弔
当
」：
至
当
。『
爾
雅
』「
釈
詁
」：

弔
、
至
也
。「
謏
聞
」：
や
や
声
望
が
あ
る
。
謏
と
は
発
音
も
意
味
も

「
小
」
と
同
じ
で
あ
る
。「
翫
習
」：
弄
る
こ
と
を
習
慣
と
し
て
し
ま

う
。「
厎
止
」：
終
極
の
意
味
。「
厎
」
は
発
音
も
意
味
も
「
致
」
と

同
じ
で
あ
る
。
以
上
は
徐
復
の
注
釈
を
参
考
し
た
。
徐
復
『
訄
書
詳

注
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
五
二
頁
。

〈
32
〉 
前
掲
、
徐
復
『
訄
書
詳
注
』
四
五
二
頁
。

〈
33
〉 
訓
読
は
、
竹
内
照
夫
注
釈
『
礼
記
』
中
、
新
釈
漢
文
大
系
、
明

治
書
院
、
一
九
九
一
年
、
六
九
八
頁
に
よ
る
。



51──章炳麟とその周辺の「文学」概念

〈
34
〉 

阮
元
校
勘
『
礼
記
』（
清
嘉
慶
二
十
年
重
刊
宋
本
『
十
三
経
註

疏
』
第
四
冊
）
中
文
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
三
四
四
九
頁
。

〈
35
〉 
前
掲
、
徐
復
『
訄
書
詳
注
』
三
八
一
頁
。

〈
36
〉 
阮
元
校
勘
『
論
語
』（
清
嘉
慶
二
十
年
重
刊
宋
本
『
十
三
経
註

疏
』
第
七
冊
）
中
文
出
版
社
、
一
九
七
四
年
、
五
四
四
三
頁
。

〈
37
〉 

劉
師
培
「
論
文
雑
記
」
鄧
実
・
黄
節
主
編
『
国
粋
学
報
』
復
刻

本
第
四
巻
、
揚
州
：
広
陵
書
社
、
二
〇
〇
六
年
、
八
九
一

－

八
九
二

頁
。
同
、
八
九
二
頁
。

〈
38
〉 

『
左
庵
外
集
』
巻
六
、『
劉
申
叔
先
生
遺
書
』
下
巻
、
一
四
四
一

－

一
四
四
二
頁
。

〈
39
〉 

章
氏
学
（
章
炳
麟
）「
文
学
説
例
」『
新
民
叢
報
』
第
十
五
号
、

光
緒
二
十
八
年
（
明
治
三
十
五
年
）、
一
九
〇
二
年
九
月
二
日
、
五

一
頁
。

〈
40
〉 

同
右
、
五
八
頁
。

〈
41
〉 

『
章
太
炎
全
集
』
第
四
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、

三
八
六
頁
。

〈
42
〉 

同
右
、
三
三
九
頁
。

〈
43
〉 

『
中
国
国
資
料
叢
書 

六 

中
国
初
期
社
会
主
義
文
献
集
① 
新
世

紀
（
影
印
）』
大
安
、
一
九
六
六
年
、
一
四
二
頁
。

〈
44
〉 

銭
玄
同
「E

speranto

」『
新
青
年
』
第
四
巻
第
二
号
（
民
国
七

年
二
月
十
五
日
）。

〈
45
〉 

劉
師
培
「
論
文
雑
記
」『
国
粋
学
報
』（
復
刻
本
第
四
冊
）
八
九

二
頁
。

〈
46
〉 

以
上
各
節
の
引
用
文
は
、
劉
師
培
『
中
国
中
古
文
学
史
／
論
文

雑
記
』
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
五

－

六
頁
に
よ

る
。

〈
47
〉 

前
掲
、
陸
胤
「“
爾
雅
以
観
於
古
”│
│
東
西
知
識
網
絡
中
的

章
炳
麟
「
文
学
説
例
」」。

〈
48
〉 

章
太
炎
「
與
呉
君
遂
」
六
（
一
九
〇
二
年
三
月
一
八
日
）、『
章

太
炎
全
集 

書
信
集
』
上
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
一

一
五
頁
を
見
よ
。

〈
49
〉 

『
国
粋
学
報
』
乙
巳
第
一
号
、
鄧
実
・
黄
節
主
編
『
国
粋
学

報
』
復
刻
本
第
三
巻
、
八
頁
。

〈
50
〉 

平
田
昌
司
『
文
化
制
度
和
漢
語
史
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇

一
六
年
、
九
頁
。

〈
51
〉 

「
明
治
大
正
期
に
お
け
る
桐
城
派
の
文
章
論
の
影
響
│
│
藤
野

海
南
、
安
野
重
繹
、
西
村
碩
園
な
ど
に
関
す
る
考
察
」
陶
徳
民
『
日

本
に
お
け
る
近
代
中
国
学
の
始
ま
り
│
│
漢
学
の
革
新
と
同
時
代
文

化
交
渉
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
、
三

－

三
四
頁
。

〈
52
〉 

『
国
粋
学
報
』
乙
巳
第
一
号
、
鄧
実
・
黄
節
主
編
『
国
粋
学

報
』
復
刻
本
第
三
巻
、
四
頁
。

〈
53
〉 

章
炳
麟
「
文
学
論
略
」『
国
粋
学
報
』
丙
午
年
第
九
号
、『
国
粋

学
報
』
復
刻
本
第
六
巻
、
二
四
四
一
頁
。

〈
54
〉 

章
炳
麟
「
文
学
論
略
」『
国
粋
学
報
』
丙
午
年
第
十
号
、『
国
粋

学
報
』
復
刻
本
第
六
巻
、
二
四
五
七
、
二
四
六
〇

－

二
四
六
一
頁
。

〈
55
〉 

「
文
学
総
略
」
章
太
炎
撰
、
龐
俊
・
郭
誠
永
疏
証
『
国
故
論
衡

疏
証
』
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
、
二
五
〇
頁
。

〈
56
〉 
前
掲
、
章
氏
学
（
章
炳
麟
）「
文
学
説
例
」『
新
民
叢
報
』
第
九

号
、
四
九
頁
。

〈
57
〉 

『
王
国
維
文
集
』
第
一
巻
、
北
京
：
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
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九
七
年
、
二
四
、
二
五
、
二
九
頁
。

〈
58
〉 

同
右
、
三
〇
七
頁
。

〈
59
〉 
文
筆
二
分
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
周
勛
初
「
論
黄
侃

『
文
心
雕
龍
劄
記
』
的
学
術
淵
源
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
60
〉 

劉
師
培
「
文
章
源
始
」『
国
粋
学
報
』
復
刻
本
第
四
巻
、
八
八

七
頁
。

〈
61
〉 

阮
元
『
揅
経
室
集
』
下
巻
（
三
集
巻
二
）
鄭
経
元
点
校
、
北

京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、
六
〇
八
頁
。

〈
62
〉 

同
右
、
六
〇
五
頁
。

〈
63
〉 

章
氏
学
「
文
学
説
例
」『
新
民
論
叢
』
第
十
五
号
、
五
一
頁
。

〈
64
〉 

前
掲
、
林
少
陽
『「
修
辞
」
と
い
う
思
想
│
│
章
炳
麟
と
漢
字

圏
の
言
語
論
的
批
評
理
論
』
第
三
章
第
三
節
及
び
第
四
節
を
参
照
さ

れ
た
い
。

〈
65
〉 

班
固
『
漢
書
』「
芸
文
志
」
第
六
冊
、
一
七
〇
一
頁
。

〈
66
〉 

鄭
師
渠
『
晚
清
国
粋
派
文
化
思
想
研
究
』
北
京
師
範
大
学
出
版

社
、
一
九
九
七
年
、
一
二
二
頁
。

〈
67
〉 

羅
志
田
『
国
家
與
学
術
│
│
清
末
民
初
関
於
“
国
学
”
的
思
想

論
争
』
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
九
二
頁
。
ま
た
、
木
山
英

雄
「「
文
学
復
古
」
と
「
文
学
革
命
」」（『
中
国
│
│
社
会
と
文
化
』
第

十
二
号
、
一
九
九
七
年
、
中
国
社
会
文
化
学
会
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
68
〉 

林
少
陽
『
鼎
革
以
文
│
│
清
季
革
命
與
章
炳
麟
“
復
古
的
”
新

文
化
運
動
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
七
二

－

一
〇
〇
頁
。

〈
69
〉 

「
演
説
辞
」、
西
順
蔵
・
近
藤
邦
康
訳
『
章
炳
麟
集
│
│
清
末
の

民
族
革
命
思
想
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
九
四
頁
。

〈
70
〉 

「
革
命
の
道
徳
」、
同
右
、
一
二
四
頁
。
訳
文
に
あ
る
「
文
芸
復

興
」
を
原
文
の
「
文
学
復
興
」
に
戻
し
た
。

〈
71
〉 

前
掲
、
林
少
陽
『
鼎
革
以
文
│
│
清
季
革
命
與
章
炳
麟
“
復
古

的
”
新
文
化
運
動
』
七
二

－

一
〇
〇
頁
。

〈
72
〉 

「
魏
晋
風
度
及
文
章
與
薬
及
酒
之
関
係
」『
魯
迅
全
集
』
第
三

巻
、
北
京
：
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
五
二
四
頁
。
及
び

「
致
台
静
農
」（
一
九
二
八
年
二
月
二
四
日
）『
魯
迅
全
集
』
第
十
二

巻
、
一
〇
三

－

一
〇
四
頁
。

〈
73
〉 

魯
迅
「
青
年
必
読
書
」（
一
九
二
五
年
）『
魯
迅
全
集
』
第
三

巻
、
一
二
頁
。

〈
74
〉 

王
汎
森
稱
章
太
炎
是
将
“
経
学
歴
史
文
献
化
”。『
章
太
炎
的
思

想
│
│
兼
論
其
対
儒
学
伝
統
的
衝
撃
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一

八
年
、
一
七
五

－

一
八
五
頁
。

〈
75
〉 

李
振
声
が
引
用
し
た
『
呉
虞
日
記
』
一
九
一
二
年
三
月
の
部
分

に
お
い
て
次
の
指
摘
が
あ
る
。「
五
・
四
」
新
文
化
運
動
に
お
い
て

「
片
手
で
孔
家
店
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
老
英
雄
」
の
呉
虞
が
章
炳

麟
の
『
諸
子
学
略
説
』
の
影
響
が
強
い
だ
け
で
な
く
、
孔
子
を
打
倒

し
よ
う
と
し
た
主
な
リ
ソ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
章
の
こ
の
本
に
依
拠
し

た
も
の
で
あ
る
。
李
振
聲
「
作
為
新
文
学
思
想
資
源
的
章
太
炎
」

『
書
架
上
的
歴
史
│
│
李
振
聲
文
学
批
評
選
』
安
徽
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
、
四
四

－

四
五
頁
。


